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第６１号 （健康学習課） ９７１

○愛知県議会の議員及び愛知県知事の選挙における自動車の
使用及びポスターの作成の公営に関する条例の一部を改正
する条例

第６２号 （市町村課） ９７１

本号で公布された条例のあらまし

◇愛知県行政機関設置条例（条例第５２号）
１ 次のとおり、事務所、県税事務所等の行政機関を再編し、その名称、位置及び所管区域を変更すること
とした。
� 事務所を７事務所に再編するとともに、その所管区域に市の区域を加えること。
� 福祉事務所、保健所等の健康福祉に関する行政機関を事務所の組織として置くこと。
� 県税事務所を再編すること。
� 農林水産事務所を設置するとともに、地域農業改良普及センターをその組織として置くこと。
� 建設事務所を設置すること。
２ その他必要な規定の整備を行うこととした。
３ この条例は、平成１４年４月１日から施行することとした。

◇職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（条例第５３号）
１ 水産基本法による沿岸漁業等振興法の廃止に伴い、農林漁業改良普及手当に関する規定を整備すること
とした。
２ この条例は、公布の日から施行し、平成１３年６月２９日から適用することとした。

○

○
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◇恩給並びに他の地方公共団体の退職年金及び退職一時金の基礎となるべき在職期間と職員の退隠料及び退
職給与金の基礎となるべき在職期間との通算に関する条例の一部を改正する条例（条例第５４号）
１ 漁業法の一部改正に伴い、必要な規定の整理を行うこととした。
２ この条例は、公布の日から施行することとした。

◇愛知県県税条例の一部を改正する条例（条例第５５号）
１ 県民税
� 県民税の所得割の納税義務者が、平成１３年１０月１日から平成１５年３月３１日までに、所有期間が１年を超
える上場株式等の譲渡をした場合においては、当該上場株式等に係る譲渡所得の金額から１００万円（当該
譲渡所得の金額が１００万円に満たない場合には、その金額）を控除することとした。

� 商法等の一部を改正する等の法律の施行に伴う関係法律の整備に関する法律による地方税法の一部改
正に伴い、必要な規定の整備を行うこととした。

２ 不動産取得税
� 林業経営基盤の強化等の促進のための資金の融通等に関する暫定措置法に規定する知事のあっせんに
よる土地の取得について、当該取得が平成１５年３月３１日までに行われたときに限り、当該土地の価格の
３分の１に相当する額を価格から控除する課税標準の特例措置を講ずることとした。
� 農業協同組合連合会が農業協同組合からの信用事業の全部譲渡により取得する不動産について、当該
取得が平成１６年３月３１日までの間に行われたときに限り、当該不動産の価格の２分の１に相当する額を
価格から控除する課税標準の特例措置を講ずることとした。
� 農林中央金庫が農業協同組合又は信用農業協同組合連合会からの信用事業の譲渡により取得する不動
産について、当該取得が平成１６年３月３１日までに行われたときに限り、信用事業の全部譲渡によるもの
にあっては当該不動産の価格の２分の１、信用事業の一部の譲渡によるものにあっては当該不動産の価
格の４分の１に相当する額を価格から控除する課税標準の特例措置を講ずることとした。
� 旅客鉄道株式会社及び日本貨物鉄道株式会社に関する法律の一部を改正する法律による地方税法の一
部改正に伴い、必要な規定の整備を行うこととした。

３ 自動車税
� 排出ガス及び燃費性能の優れた環境負荷の小さい自動車はその排出ガス性能に応じ税率を軽減し、新
車新規登録から一定年数を経過した環境負荷の大きい自動車は税率を重くする特例措置（いわゆる「自
動車税のグリーン化」）を、税収中立を前提に、次のように講ずることとした。
ア 環境負荷の小さい自動車
平成１３年度及び平成１４年度に新車新規登録された次の自動車について、当該登録の翌年度及び翌々
年度に次の特例措置を講ずることとした。
� 最新排出ガス規制値より７５パーセント以上排出ガス性能の良い自動車で一定の低燃費基準を満た
すもの並びに電気自動車、天然ガス自動車及びメタノール自動車について、税率の概ね１００分の５０を
軽減する特例措置

 最新排出ガス規制値より５０パーセント以上排出ガス性能の良い自動車で一定の低燃費基準を満た
すものについて、税率の概ね１００分の２５を軽減する特例措置

� 最新排出ガス規制値より２５パーセント以上排出ガス性能の良い自動車で一定の低燃費基準を満た
すものについて、税率の概ね１００分の１３を軽減する特例措置

イ 環境負荷の大きい自動車
平成１３年度及び平成１４年度に新車新規登録から１１年（ガソリン車（ＬＰＧ車を含む。）については１３
年）を経過した自動車について、税率の概ね１００分の１０を重課する特例措置（電気自動車、天然ガス自
動車及びメタノール自動車並びに一般乗合用バス及び被けん引車は除く。）を講ずることとした。

� 自動車税の標準税率に乗用車、トラック、バス及び三輪の小型自動車に係る区分が定められたことに
伴い、必要な規定の整備を行うこととした。
� 自動車税の申告書の全国統一様式の導入に伴い、必要な規定の整備を行うこととした。
４ 自動車取得税
� 自動車から排出される窒素酸化物及び粒子状物質の特定地域における総量の削減等に関する特別措置
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法に規定する窒素酸化物対策地域又は粒子状物質対策地域において、同法に定める排出基準に適合しな
い一定の自動車を、当該排出基準が適用される日前に完全廃車して、新たに当該排出基準に適合し、か
つ、最新の自動車排出ガス基準に適合した自動車に買い換えた場合に、現行税率から、取得の時期に応
じ、次に掲げる率を控除する特例措置を講ずることとした。

� 自動車取得税の申告書の全国統一様式の導入に伴い、必要な規定の整備を行うこととした。
５ １�及び２�は公布の日から、１�は規則で定める日から、２�及び２�は平成１４年１月１日から、２
�は旅客鉄道株式会社及び日本貨物鉄道株式会社に関する法律の一部を改正する法律の施行の日から、３
及び４�は平成１４年４月１日から、４�は地方税法等の一部を改正する法律附則第１条第１１号に掲げる規
定の施行の日から施行することとした。

◇愛知県大学条例の一部を改正する条例（条例第５６号）
１ 県立の大学の入学料の額を引き上げることとした。
２ この条例は、公布の日から施行することとした。
３ 平成１３年度の入学者に係る入学料の額は、なお従前の例によることとした。

◇愛知県事務処理特例条例及び理容業に係る衛生措置に関する条例の一部を改正する条例（条例第５７号）
１ 障害者等に係る欠格事由の適正化等を図るための医師法等の一部を改正する法律による歯科技工士法及
び理容師法の一部改正に伴い、次の２条例について、必要な規定の整理を行うこととした。
� 愛知県事務処理特例条例
� 理容業に係る衛生措置に関する条例
２ この条例は、公布の日から施行することとした。

◇愛知県ふぐ取扱い規制条例の一部を改正する条例（条例第５８号）
１ 精神病者に係るふぐ処理師免許の欠格事由について、業務遂行能力に応じて免許を与えることに変更す
ることとした。
２ 精神の機能の障害により免許を与えないこととする場合に意見聴取を行うこととした。
３ この条例は、平成１３年１１月１日から施行することとした。

◇愛知県都市計画審議会条例の一部を改正する条例（条例第５９号）
１ 学識経験のある者のうちから任命される委員の任期を４年から２年に変更することとした。
２ この条例は、公布の日から施行することとした。

◇愛知県手数料条例の一部を改正する条例（条例第６０号）
１ 新たに高齢者円滑入居賃貸住宅の登録申請手数料を徴収することとし、その額を定めることとした。
２ この条例は、平成１３年１１月１日から施行することとした。

◇学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例（条例第６１号）
１ 公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する法律の一部改正に伴い、市町村
立の小学校、中学校及び養護学校の学校医等の公務災害補償に関して定めた事項を廃止することとした。
２ この条例は、平成１４年４月１日から施行することとした。

◇愛知県議会の議員及び愛知県知事の選挙における自動車の使用及びポスターの作成の公営に関する条例の
一部を改正する条例（条例第６２号）
１ 公職選挙法施行令の一部改正により、国政選挙における自動車の使用及びポスターの作成に要する経費

取 得 の 時 期 軽 減 率

政令で定める日から平成１５年３月３１日まで
平成１５年４月１日から平成１７年３月３１日まで
平成１７年４月１日から平成１９年３月３１日まで
平成１９年４月１日から平成２１年３月３１日まで

１００分の２.３
１００分の１.９
１００分の１.５
１００分の１.２
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に係る公費負担の限度額が引き上げられたことに伴い、愛知県議会の議員及び愛知県知事の選挙における
自動車の使用及びポスターの作成に要する経費に係る公費負担の限度額を引き上げることとした。
２ この条例は、公布の日から施行することとした。

条 例

愛 知 県 東 三 河 事 務 所

愛 知 県 新 城 設 楽 事 務 所

愛 知 県 豊 田 加 茂 事 務 所

愛 知 県 西 三 河 事 務 所

愛 知 県 知 多 事 務 所

愛 知 県 海 部 事 務 所

愛 知 県 尾 張 事 務 所

名 称

豊 橋 市

新 城 市

豊 田 市

岡 崎 市

半 田 市

津 島 市

名 古 屋 市

中 区
位 置

豊 橋 市 、 豊 川 市 、 蒲 郡 市 、 宝 飯 郡 及 び 渥 美 郡 の 区 域

新 城 市 、 北 設 楽 郡 及 び 南 設 楽 郡 の 区 域

豊 田 市 、 西 加 茂 郡 及 び 東 加 茂 郡 の 区 域

岡 崎 市 、 碧 南 市 、 刈 谷 市 、 安 城 市 、 西 尾 市 、 知 立 市 、 高

浜 市 、 幡 豆 郡 及 び 額 田 郡 の 区 域

半 田 市 、 常 滑 市 、 東 海 市 、 大 府 市 、 知 多 市 及 び 知 多 郡 の

区 域
津 島 市 及 び 海 部 郡 の 区 域

一 宮 市 、 瀬 戸 市 、 春 日 井 市 、 犬 山 市 、 江 南 市 、 尾 西 市 、

小 牧 市 、 稲 沢 市 、 尾 張 旭 市 、 岩 倉 市 、 豊 明 市 、 日 進 市 、

愛 知 郡 、 西 春 日 井 郡 、 丹 羽 郡 、 葉 栗 郡 及 び 中 島 郡 の 区 域

所 管 区 域

社 会 福 祉 法 （ 昭 和 二 十 六 年 法 律 第 四 十 五 号 ） 第 十 四 条 第 一

項 福 祉 事 務 所

愛 知 県 行 政 機 関 設 置 条 例 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 三 年 十 月 十 二 日

愛 知 県 知 事 神 田 真 秋

愛 知 県 条 例 第 五 十 二 号

愛 知 県 行 政 機 関 設 置 条 例

愛 知 県 行 政 機 関 設 置 条 例 （ 昭 和 三 十 九 年 愛 知 県 条 例 第 四 十 五 号 ） の 全 部 を 改 正 す る 。

（ 趣 旨 ）

第 一 条 こ の 条 例 は 、 他 の 条 例 に 定 め が あ る も の を 除 く ほ か 、 行 政 機 関 の 設 置 及 び 名 称 、 位 置 、 所

管 区 域 等 に 関 し 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。

（ 事 務 所 ）

第 二 条 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 百 五 十 五 条 第 一 項 の

規 定 に 基 づ き 、 知 事 の 権 限 に 属 す る 事 務 を 分 掌 さ せ る た め 、 事 務 所 を 設 置 す る 。

２ 事 務 所 の 名 称 、 位 置 及 び 所 管 区 域 は 、 次 の 表 の と お り と す る 。

３ 事 務 所 に 、 次 の 表 の 上 欄 に 掲 げ る 規 定 に 基 づ き 設 置 す る 同 表 の 下 欄 に 掲 げ る 行 政 機 関 を 置 く 。
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一
宮
市

名
古
屋
市

中
区

位

置

半
田
市
、
常
滑
市
、
東
海
市
、
大
府
市
、

知
多
市
及
び
知
多
郡
の
区
域

常
滑
市
、
東
海
市
、
大
府
市
及
び
知
多
市

の
区
域

半
田
市
及
び
知
多
郡
の
区
域

知
多
郡
の
区
域

津
島
市
及
び
海
部
郡
の
区
域

津
島
市
及
び
海
部
郡
の
区
域

海
部
郡
の
区
域

一
宮
市
、
犬
山
市
、
江
南
市
、
尾
西
市
、

稲
沢
市
、
岩
倉
市
、
丹
羽
郡
、
葉
栗
郡
及

び
中
島
郡
の
区
域

瀬
戸
市
、
春
日
井
市
、
小
牧
市
、
尾
張
旭

市
、
豊
明
市
、
日
進
市
、
愛
知
郡
及
び
西

春
日
井
郡
の
区
域

西
春
日
井
郡
の
区
域

犬
山
市
、
江
南
市
、
岩
倉
市
及
び
丹
羽
郡

の
区
域

春
日
井
市
及
び
小
牧
市
の
区
域

瀬
戸
市
、
尾
張
旭
市
、
豊
明
市
、
日
進
市

及
び
愛
知
郡
の
区
域

一
宮
市
、
尾
西
市
、
稲
沢
市
、
葉
栗
郡
及

び
中
島
郡
の
区
域

愛
知
郡
、
西
春
日
井
郡
、
丹
羽
郡
、
葉
栗

郡
及
び
中
島
郡
の
区
域

所

管

区

域

４

前
項
の
行
政
機
関
を
置
く
事
務
所
並
び
に
当
該
行
政
機
関
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
は
、
次
の
表
の
と

お
り
と
す
る
。

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９２９



愛
知
県
東
三
河
事
務

所 愛
知
県
新
城
設
楽
事

務
所

愛
知
県
豊
田
加
茂
事

務
所

愛
知
県
西
三
河
事
務

所

愛
知
県
東
三
河
児
童
・
障

害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
豊
川
保
健
所

愛
知
県
東
三
河
福
祉
事
務

所 愛
知
県
新
城
設
楽
児
童
相

談
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
新
城
保
健
所

愛
知
県
新
城
設
楽
福
祉
事

務
所

愛
知
県
豊
田
加
茂
児
童
相

談
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
加
茂
保
健
所

愛
知
県
豊
田
加
茂
福
祉
事

務
所

愛
知
県
刈
谷
児
童
相
談
セ

ン
タ
ー

愛
知
県
西
三
河
児
童
・
障

害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
西
尾
保
健
所

愛
知
県
衣
浦
東
部
保
健
所

愛
知
県
岡
崎
保
健
所

愛
知
県
西
三
河
福
祉
事
務

所

豊
橋
市

豊
川
市

豊
橋
市

新
城
市

新
城
市

新
城
市

豊
田
市

豊
田
市

豊
田
市

刈
谷
市

岡
崎
市

西
尾
市

刈
谷
市

岡
崎
市

岡
崎
市

豊
橋
市
、
豊
川
市
、
蒲
郡
市
、
宝
飯
郡
及

び
渥
美
郡
の
区
域

豊
川
市
、
蒲
郡
市
、
宝
飯
郡
及
び
渥
美
郡

の
区
域

宝
飯
郡
及
び
渥
美
郡
の
区
域

新
城
市
、
北
設
楽
郡
及
び
南
設
楽
郡
の
区

域 新
城
市
、
北
設
楽
郡
及
び
南
設
楽
郡
の
区

域 北
設
楽
郡
及
び
南
設
楽
郡
の
区
域

豊
田
市
、
西
加
茂
郡
及
び
東
加
茂
郡
の
区

域 西
加
茂
郡
及
び
東
加
茂
郡
の
区
域

西
加
茂
郡
及
び
東
加
茂
郡
の
区
域

碧
南
市
、
刈
谷
市
、
安
城
市
、
知
立
市
及

び
高
浜
市
の
区
域

岡
崎
市
、
西
尾
市
、
幡
豆
郡
及
び
額
田
郡

の
区
域

西
尾
市
及
び
幡
豆
郡
の
区
域

碧
南
市
、
刈
谷
市
、
安
城
市
、
知
立
市
及

び
高
浜
市
の
区
域

岡
崎
市
及
び
額
田
郡
の
区
域

幡
豆
郡
及
び
額
田
郡
の
区
域

愛
知
県
東
三
河
児
童
・
障
害
者
相
談
セ

ン
タ
ー

愛
知
県
西
三
河
児
童
・
障
害
者
相
談
セ

ン
タ
ー

愛
知
県
中
央
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン

タ
ー

名

称

豊
橋
市
、
豊
川
市
、
蒲
郡
市
、
新
城
市
、
北
設
楽
郡
、
南
設
楽
郡
、

宝
飯
郡
及
び
渥
美
郡
の
区
域

岡
崎
市
、
碧
南
市
、
刈
谷
市
、
豊
田
市
、
安
城
市
、
西
尾
市
、
知

立
市
、
高
浜
市
、
幡
豆
郡
、
額
田
郡
、
西
加
茂
郡
及
び
東
加
茂
郡

の
区
域

一
宮
市
、
瀬
戸
市
、
半
田
市
、
春
日
井
市
、
津
島
市
、
犬
山
市
、

常
滑
市
、
江
南
市
、
尾
西
市
、
小
牧
市
、
稲
沢
市
、
東
海
市
、
大

府
市
、
知
多
市
、
尾
張
旭
市
、
岩
倉
市
、
豊
明
市
、
日
進
市
、
愛

知
郡
、
西
春
日
井
郡
、
丹
羽
郡
、
葉
栗
郡
、
中
島
郡
、
海
部
郡
及

び
知
多
郡
の
区
域

所

管

区

域

５

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
身
体
障
害
者
福
祉
法

第
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
知
的
障
害
者
福
祉
法
第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
業
務

に
係
る
所
管
区
域
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

９３０
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



愛
知
県
東
三
河
県
税
事
務

所 愛
知
県
豊
田
加
茂
県
税
事

務
所

愛
知
県
西
三
河
県
税
事
務

所 愛
知
県
知
多
県
税
事
務
所

愛
知
県
西
尾
張
県
税
事
務

所 愛
知
県
東
尾
張
県
税
事
務

所 愛
知
県
名
古
屋
南
部
県
税

事
務
所

愛
知
県
名
古
屋
西
部
県
税

事
務
所

愛
知
県
名
古
屋
北
部
県
税

事
務
所

愛
知
県
名
古
屋
東
部
県
税

事
務
所 名

称

豊
橋
市

豊
田
市

岡
崎
市

半
田
市

一
宮
市

春
日
井
市

名
古
屋
市

熱
田
区

名
古
屋
市

中
川
区

名
古
屋
市

西
区

名
古
屋
市

中
区

位

置

豊
橋
市
、
豊
川
市
、
蒲
郡
市
、
新
城
市
、
北
設
楽
郡
、
南
設
楽
郡
、

宝
飯
郡
及
び
渥
美
郡
の
区
域

豊
田
市
、
西
加
茂
郡
及
び
東
加
茂
郡
の
区
域

岡
崎
市
、
碧
南
市
、
刈
谷
市
、
安
城
市
、
西
尾
市
、
知
立
市
、
高

浜
市
、
幡
豆
郡
及
び
額
田
郡
の
区
域

半
田
市
、
常
滑
市
、
東
海
市
、
大
府
市
、
知
多
市
及
び
知
多
郡
の

区
域

一
宮
市
、
津
島
市
、
尾
西
市
、
稲
沢
市
、
葉
栗
郡
、
中
島
郡
及
び

海
部
郡
の
区
域

瀬
戸
市
、
春
日
井
市
、
犬
山
市
、
江
南
市
、
小
牧
市
、
尾
張
旭
市
、

岩
倉
市
及
び
丹
羽
郡
の
区
域

名
古
屋
市
の
う
ち
昭
和
区
、
瑞
穂
区
、
熱
田
区
、
南
区
、
緑
区
及

び
天
白
区
、
豊
明
市
、
日
進
市
並
び
に
愛
知
郡
の
区
域

名
古
屋
市
の
う
ち
中
村
区
、
中
川
区
及
び
港
区
の
区
域

名
古
屋
市
の
う
ち
北
区
、
西
区
及
び
守
山
区
並
び
に
西
春
日
井
郡

の
区
域

名
古
屋
市
の
う
ち
千
種
区
、
東
区
、
中
区
及
び
名
東
区
の
区
域

所

管

区

域

愛
知
県
婦
人
相
談
所

名

称

名
古
屋
市

北
区

位

置

愛
知
県
の
区
域

所

管

区

域

６

福
祉
事
務
所
の
業
務
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
福
祉
事
務
所
を
置
く
事
務
所
の
課
に
お
い

て
処
理
す
る
。

７

知
事
は
、
保
健
所
の
所
掌
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
支
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
県
税
事
務
所
）

第
三
条

法
第
百
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、

県
税
事
務
所
を
設
置
す
る
。

２

県
税
事
務
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

（
婦
人
相
談
所
）

第
四
条

売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
三
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
す
る

婦
人
相
談
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

（
食
品
衛
生
検
査
所
）

第
五
条

法
第
百
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
と
畜
検
査
、
と
畜
場
の
衛
生
及
び
食
品
の
衛
生
に
関
す

る
事
務
（
保
健
所
の
所
掌
事
務
に
係
る
も
の
を
除
く
。）
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
食
品
衛
生
検
査
所
を
設
置
す
る
。

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９３１



愛
知
県
食
品
衛
生
検
査
所

名

称

西
春
日
井

郡
豊
山
町

位

置

愛
知
県
の
区
域
（
名
古
屋
市
、
豊
橋
市
及
び
豊
田
市
の
区
域
を
除

く
。）

所

管

区

域

愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ

ン
タ
ー 名

称

豊
田
市

位

置

愛
知
県
の
区
域
（
名
古
屋
市
の
区
域
を
除
く
。）

所

管

区

域

愛
知
県
東
三
河
農
林
水
産

事
務
所

愛
知
県
新
城
設
楽
農
林
水

産
事
務
所

愛
知
県
豊
田
加
茂
農
林
水

産
事
務
所

愛
知
県
西
三
河
農
林
水
産

事
務
所

愛
知
県
知
多
農
林
水
産
事

務
所

愛
知
県
海
部
農
林
水
産
事

務
所

愛
知
県
尾
張
農
林
水
産
事

務
所 名

称

豊
橋
市

北
設
楽
郡

設
楽
町

豊
田
市

岡
崎
市

半
田
市

津
島
市

名
古
屋
市

中
区

位

置

豊
橋
市
、
豊
川
市
、
蒲
郡
市
、
宝
飯
郡
及
び
渥
美
郡
の
区
域

新
城
市
、
北
設
楽
郡
及
び
南
設
楽
郡
の
区
域

豊
田
市
、
西
加
茂
郡
及
び
東
加
茂
郡
の
区
域

岡
崎
市
、
碧
南
市
、
刈
谷
市
、
安
城
市
、
西
尾
市
、
知
立
市
、
高

浜
市
、
幡
豆
郡
及
び
額
田
郡
の
区
域

半
田
市
、
常
滑
市
、
東
海
市
、
大
府
市
、
知
多
市
及
び
知
多
郡
の

区
域

津
島
市
及
び
海
部
郡
の
区
域

名
古
屋
市
、
一
宮
市
、
瀬
戸
市
、
春
日
井
市
、
犬
山
市
、
江
南
市
、

尾
西
市
、
小
牧
市
、
稲
沢
市
、
尾
張
旭
市
、
岩
倉
市
、
豊
明
市
、

日
進
市
、
愛
知
郡
、
西
春
日
井
郡
、
丹
羽
郡
、
葉
栗
郡
及
び
中
島

郡
の
区
域 所

管

区

域

２

食
品
衛
生
検
査
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

（
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
）

第
六
条

法
第
百
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
事
務
を
分
掌
さ
せ
る

た
め
、
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
。

２

動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

３

知
事
は
、
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
支
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
農
林
水
産
事
務
所
）

第
七
条

法
第
百
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
業
、
林
業
及
び
水
産
業
に
関
す
る
事
務
を
分
掌
さ
せ

る
た
め
、
農
林
水
産
事
務
所
を
設
置
す
る
。

２

農
林
水
産
事
務
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

３

知
事
は
、
農
林
水
産
事
務
所
の
所
掌
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
支
所
及
び
出
張
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

９３２
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



愛
知
県
東
三
河
農
林

水
産
事
務
所

愛
知
県
新
城
設
楽
農

林
水
産
事
務
所

愛
知
県
豊
田
加
茂
農

林
水
産
事
務
所

愛
知
県
西
三
河
農
林

水
産
事
務
所

愛
知
県
知
多
農
林
水

産
事
務
所

愛
知
県
海
部
農
林
水

産
事
務
所

愛
知
県
尾
張
農
林
水

産
事
務
所

地
域
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
を
置
く
農

林
水
産
事
務
所

愛
知
県
渥
美
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
東
三
河
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
新
城
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
設
楽
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
豊
田
加
茂
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
安
城
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
西
三
河
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
知
多
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
海
部
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
尾
張
西
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
尾
張
東
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー

名

称

地

域

農

業

改

良

普

及

セ

ン

タ

ー

渥
美
郡
田

原
町

豊
橋
市

新
城
市

北
設
楽
郡

設
楽
町

豊
田
市

安
城
市

岡
崎
市

半
田
市

海
部
郡
弥

富
町

稲
沢
市

名
古
屋
市

中
区

位

置

渥
美
郡
の
区
域

豊
橋
市
、
豊
川
市
、
蒲
郡
市
及
び
宝
飯
郡

の
区
域

新
城
市
及
び
南
設
楽
郡
の
区
域

北
設
楽
郡
の
区
域

豊
田
市
、
西
加
茂
郡
及
び
東
加
茂
郡
の
区

域 碧
南
市
、
刈
谷
市
、
安
城
市
、
知
立
市
及

び
高
浜
市
の
区
域

岡
崎
市
、
西
尾
市
、
幡
豆
郡
及
び
額
田
郡

の
区
域

半
田
市
、
常
滑
市
、
東
海
市
、
大
府
市
、

知
多
市
及
び
知
多
郡
の
区
域

津
島
市
及
び
海
部
郡
の
区
域

一
宮
市
、
犬
山
市
、
江
南
市
、
尾
西
市
、

稲
沢
市
、
岩
倉
市
、
丹
羽
郡
、
葉
栗
郡
及

び
中
島
郡
の
区
域

名
古
屋
市
、
瀬
戸
市
、
春
日
井
市
、
小
牧

市
、
尾
張
旭
市
、
豊
明
市
、
日
進
市
、
愛

知
郡
及
び
西
春
日
井
郡
の
区
域

所

管

区

域

愛
知
県
病
害
虫
防
除
所

名

称

名
古
屋
市

中
区

位

置

愛
知
県
の
区
域

所

管

区

域

４

農
林
水
産
事
務
所
に
、
農
業
改
良
助
長
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
第
十
四
条
の
六
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
設
置
す
る
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
を
置
く
。

５

地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
を
置
く
農
林
水
産
事
務
所
並
び
に
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
名
称
、

位
置
及
び
所
管
区
域
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

６

地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
地
域
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
を
置
く
農
林
水
産
事
務
所
の
課
に
お
い
て
処
理
す
る
。

（
病
害
虫
防
除
所
）

第
八
条

植
物
防
疫
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
一
号
）
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
す

る
病
害
虫
防
除
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

２

知
事
は
、
病
害
虫
防
除
所
の
所
掌
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
支
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９３３



愛
知
県
東
三
河
家
畜
保
健

衛
生
所

愛
知
県
設
楽
家
畜
保
健
衛

生
所

愛
知
県
加
茂
家
畜
保
健
衛

生
所

愛
知
県
西
三
河
家
畜
保
健

衛
生
所

愛
知
県
知
多
家
畜
保
健
衛

生
所

愛
知
県
尾
張
家
畜
保
健
衛

生
所 名

称

豊
橋
市

新
城
市

豊
田
市

岡
崎
市

知
多
郡
武

豊
町

春
日
井
市

位

置

豊
橋
市
、
豊
川
市
、
蒲
郡
市
、
宝
飯
郡
及
び
渥
美
郡
の
区
域

新
城
市
、
北
設
楽
郡
及
び
南
設
楽
郡
の
区
域

豊
田
市
、
西
加
茂
郡
及
び
東
加
茂
郡
の
区
域

岡
崎
市
、
碧
南
市
、
刈
谷
市
、
安
城
市
、
西
尾
市
、
知
立
市
、
高

浜
市
、
幡
豆
郡
及
び
額
田
郡
の
区
域

半
田
市
、
常
滑
市
、
東
海
市
、
大
府
市
、
知
多
市
及
び
知
多
郡
の

区
域

名
古
屋
市
、
一
宮
市
、
瀬
戸
市
、
春
日
井
市
、
津
島
市
、
犬
山
市
、

江
南
市
、
尾
西
市
、
小
牧
市
、
稲
沢
市
、
尾
張
旭
市
、
岩
倉
市
、

豊
明
市
、
日
進
市
、
愛
知
郡
、
西
春
日
井
郡
、
丹
羽
郡
、
葉
栗
郡
、

中
島
郡
及
び
海
部
郡
の
区
域

所

管

区

域

愛
知
県
東
三
河
建
設
事
務

所 愛
知
県
新
城
設
楽
建
設
事

務
所

愛
知
県
豊
田
加
茂
建
設
事

務
所

愛
知
県
知
立
建
設
事
務
所

愛
知
県
西
三
河
建
設
事
務

所 愛
知
県
知
多
建
設
事
務
所

愛
知
県
海
部
建
設
事
務
所

愛
知
県
一
宮
建
設
事
務
所

愛
知
県
尾
張
建
設
事
務
所

名

称

豊
橋
市

新
城
市

豊
田
市

知
立
市

岡
崎
市

半
田
市

津
島
市

一
宮
市

名
古
屋
市

中
区

位

置

豊
橋
市
、
豊
川
市
、
蒲
郡
市
、
宝
飯
郡
及
び
渥
美
郡
の
区
域

新
城
市
、
北
設
楽
郡
及
び
南
設
楽
郡
の
区
域

豊
田
市
、
西
加
茂
郡
及
び
東
加
茂
郡
の
区
域

碧
南
市
、
刈
谷
市
、
安
城
市
、
知
立
市
及
び
高
浜
市
の
区
域

岡
崎
市
、
西
尾
市
、
幡
豆
郡
及
び
額
田
郡
の
区
域

半
田
市
、
常
滑
市
、
東
海
市
、
大
府
市
、
知
多
市
及
び
知
多
郡
の

区
域

津
島
市
及
び
海
部
郡
の
区
域

一
宮
市
、
犬
山
市
、
江
南
市
、
尾
西
市
、
稲
沢
市
、
岩
倉
市
、
丹

羽
郡
、
葉
栗
郡
及
び
中
島
郡
の
区
域

名
古
屋
市
、
瀬
戸
市
、
春
日
井
市
、
小
牧
市
、
尾
張
旭
市
、
豊
明

市
、
日
進
市
、
愛
知
郡
及
び
西
春
日
井
郡
の
区
域

所

管

区

域

（
家
畜
保
健
衛
生
所
）

第
九
条

家
畜
保
健
衛
生
所
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
十
二
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
設
置
す
る

家
畜
保
健
衛
生
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

（
建
設
事
務
所
）

第
十
条

法
第
百
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
土
木
及
び
建
築
に
関
す
る
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
建

設
事
務
所
を
設
置
す
る
。

２

建
設
事
務
所
の
名
称
、
位
置
及
び
所
管
区
域
は
、
次
の
表
の
と
お
り
と
す
る
。

９３４
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
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公
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第
１８１２

号



３

知
事
は
、
建
設
事
務
所
の
所
掌
事
務
を
分
掌
さ
せ
る
た
め
、
支
所
及
び
出
張
所
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
所
管
区
域
の
特
例
）

第
十
一
条

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
規
則
で
特
定
の
事
務
に
係
る

所
管
区
域
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
条
例
の
廃
止
）

２

次
に
掲
げ
る
条
例
は
、
廃
止
す
る
。

一

納
税
貯
蓄
組
合
法
の
施
行
に
係
る
事
務
所
の
所
管
区
域
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
愛
知
県

条
例
第
二
十
二
号
）

二

愛
知
県
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
愛
知
県
条
例
第
三
十
号
）

（
愛
知
県
県
税
条
例
の
一
部
改
正
）

３

愛
知
県
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
愛
知
県
条
例
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
を
削
る
。

第
四
条
の
二
の
見
出
し
中
「
事
務
所
等
」
を
「
県
税
事
務
所
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
事
務
所
又
は
」
及

び
「（
以
下
「
事
務
所
等
」
と
い
う
。）」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
事
務
所
等
」
を
「
県
税
事
務
所
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」
を
加
え
、「
事
務
所
等
」
を

「
県
税
事
務
所
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
二
十
条
の
十
第
一
項
」
を
「
第
二

十
条
の
十
」
に
、「
事
務
所
等
」
を
「
県
税
事
務
所
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中

「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
、「
愛
知
県
東
新
県
税
事
務
所
長
」
を
「
愛
知
県
名
古
屋
東
部
県
税
事
務
所
長
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

知
事
は
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
及
び
軽
油
引
取
税
の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
納
税
地
が
第
一
号
に
掲
げ
る
区
域
に
所
在
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
愛
知
県
名
古
屋
南
部
県

税
事
務
所
長
に
、
納
税
地
が
第
二
号
に
掲
げ
る
区
域
に
所
在
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
愛
知
県
西
三
河
県
税
事

務
所
長
に
委
任
す
る
。

一

名
古
屋
市
、
一
宮
市
、
瀬
戸
市
、
半
田
市
、
春
日
井
市
、
津
島
市
、
犬
山
市
、
常
滑
市
、
江
南
市
、
尾

西
市
、
小
牧
市
、
稲
沢
市
、
東
海
市
、
大
府
市
、
知
多
市
、
尾
張
旭
市
、
岩
倉
市
、
豊
明
市
、
日
進
市
、

愛
知
郡
、
西
春
日
井
郡
、
丹
羽
郡
、
葉
栗
郡
、
中
島
郡
、
海
部
郡
及
び
知
多
郡
の
区
域

二

豊
橋
市
、
岡
崎
市
、
豊
川
市
、
碧
南
市
、
刈
谷
市
、
豊
田
市
、
安
城
市
、
西
尾
市
、
蒲
郡
市
、
新
城
市
、

知
立
市
、
高
浜
市
、
幡
豆
郡
、
額
田
郡
、
西
加
茂
郡
、
東
加
茂
郡
、
北
設
楽
郡
、
南
設
楽
郡
、
宝
飯
郡
及

び
渥
美
郡
の
区
域

第
四
条
の
二
を
第
四
条
と
す
る
。

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
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号
９３５



第
十
二
条
中
「
事
務
所
等
（
事
務
所
所
管
の
税
務
出
張
所
を
含
む
。）」
を
「
県
税
事
務
所
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
中
「
事
務
所
等
」
を
「
県
税
事
務
所
」
に
、「
第
二
条
第
二
項
及
び
」
を
「（
平
成
十
三
年
愛
知
県

条
例
第
五
十
二
号
）」
に
改
め
、「
並
び
に
第
四
条
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
愛
知
県
東
新
県
税
事
務
所
」
を

「
愛
知
県
名
古
屋
東
部
県
税
事
務
所
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
の
十
九
第
一
項
、
第
四
十
二
条
の
三
十
七
第
一
項
、
第
四
十
三
条
の
十
第
一
項
及
び
第
百
十
三

条
中
「
事
務
所
等
」
を
「
県
税
事
務
所
」
に
改
め
る
。

（
合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
に
係
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
徴
収
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
）

４

合
衆
国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
に
係
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税
の
徴
収
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
昭

和
二
十
七
年
愛
知
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
中
「
第
四
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
条
第
一
項
」
に
、「
愛
知
県
東
新
県
税
事
務
所
長
」
を
「
愛
知

県
名
古
屋
東
部
県
税
事
務
所
長
」
に
改
め
る
。

（
結
核
診
査
協
議
会
条
例
の
一
部
改
正
）

５

結
核
診
査
協
議
会
条
例
（
昭
和
四
十
四
年
愛
知
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

愛
知
県
江
南
保
健
所
及
び
愛
知
県
師
勝
保
健
所

二

愛
知
県
岡
崎
保
健
所
、
愛
知
県
西
尾
保
健
所
及
び
愛
知
県
加
茂
保
健
所

三

愛
知
県
新
城
保
健
所
及
び
愛
知
県
豊
川
保
健
所

（
感
染
症
診
査
協
議
会
条
例
の
一
部
改
正
）

６

感
染
症
診
査
協
議
会
条
例
（
平
成
十
一
年
愛
知
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

愛
知
県
瀬
戸
保
健
所
、
愛
知
県
師
勝
保
健
所
及
び
愛
知
県
津
島
保
健
所

二

愛
知
県
春
日
井
保
健
所
及
び
愛
知
県
江
南
保
健
所

三

愛
知
県
半
田
保
健
所
及
び
愛
知
県
知
多
保
健
所

四

愛
知
県
岡
崎
保
健
所
、
愛
知
県
衣
浦
東
部
保
健
所
、
愛
知
県
西
尾
保
健
所
及
び
愛
知
県
加
茂
保
健
所

五

愛
知
県
新
城
保
健
所
及
び
愛
知
県
豊
川
保
健
所

第
三
条
中
「
前
条
各
号
に
掲
げ
る
保
健
所
」
を
「
そ
の
置
か
れ
た
保
健
所
（
前
条
の
規
定
に
よ
り
置
か
れ
た

協
議
会
に
あ
っ
て
は
、
同
条
各
号
に
掲
げ
る
保
健
所
）」
に
改
め
る
。

（
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

７

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
愛
知
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
三
条
第
一
項
第
一
号
中
「
そ
の
他
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め
る
機
関
」
及
び
「（
人
事
委
員
会
規
則
で
定
め

る
職
員
を
除
く
。）」
を
削
る
。

９３６
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第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
）
若
し
く
は
」
の
下
に
「
事
務
所
若
し
く
は
」
を
加
え
、「
若
し
く
は
保
健
所
」

を
削
り
、「
又
は
保
健
所
」
を
「
又
は
事
務
所
」
に
改
め
る
。

第
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
児
童
相
談
所
」
を
「
児
童
・
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー
又
は
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー
」

に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
農
地
開
発
事
務
所
」
を
「
農
林
水
産
事
務
所
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
五
号
及
び
第
六
号
中
「
土
木
事
務
所
」
を
「
建
設
事
務
所
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
規
定
中
「
土
木
事
務
所
」
を
「
建
設
事
務
所
」
に
改
め
、
同

項
第
五
号
中
「
事
務
所
」
を
「
建
設
事
務
所
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
中
「
土
木
事
務
所
」
を
「
建
設
事
務
所
」
に
改
め
る
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
十
二
日

愛
知
県
知
事

神

田

真

秋

愛
知
県
条
例
第
五
十
三
号

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
二
年
愛
知
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
五
条
第
一
項
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三

水
産
基
本
法
（
平
成
十
三
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
二
十
七
条
に
規
定
す
る
普
及
事
業
を
推
進
す
る
た
め

次
に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
水
産
業
専
門
技
術
員
及
び
水
産
業
改
良
普
及
員

イ

水
産
業
を
行
う
者
又
は
水
産
業
に
従
事
す
る
者
に
接
し
て
水
産
に
関
す
る
技
術
及
び
知
識
を
普
及
指
導

す
る
こ
と
。

ロ

イ
に
掲
げ
る
事
務
に
従
事
す
る
水
産
業
改
良
普
及
員
を
指
導
し
、
及
び
専
門
の
事
項
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
行
う
こ
と
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
平
成
十
三
年
六

月
二
十
九
日
か
ら
適
用
す
る
。

恩
給
並
び
に
他
の
地
方
公
共
団
体
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
と
職
員
の
退

隠
料
及
び
退
職
給
与
金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
と
の
通
算
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
十
二
日

愛
知
県
知
事

神

田

真

秋

愛
知
県
条
例
第
五
十
四
号

平
成
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恩
給
並
び
に
他
の
地
方
公
共
団
体
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
と
職
員

の
退
隠
料
及
び
退
職
給
与
金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
と
の
通
算
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

恩
給
並
び
に
他
の
地
方
公
共
団
体
の
退
職
年
金
及
び
退
職
一
時
金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
と
職
員
の
退

隠
料
及
び
退
職
給
与
金
の
基
礎
と
な
る
べ
き
在
職
期
間
と
の
通
算
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
愛
知
県
条
例

第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
三
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
、
同
項
第
十
号
中
「
第
百
十
一
条
」
を
「
第
百
九
条
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

愛
知
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
十
二
日

愛
知
県
知
事

神

田

真

秋

愛
知
県
条
例
第
五
十
五
号

愛
知
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

愛
知
県
県
税
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
愛
知
県
条
例
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
三
条
の
二
第
六
項
中
「
林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め
の
資
金
の
融
通
に
関
す
る
暫
定
措
置

法
」
を
「
林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め
の
資
金
の
融
通
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
第
一
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

乗
用
車
（
三
輪
の
小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

イ

営
業
用
（
電
気
を
動
力
源
と
す
る
自
動
車
で
内
燃
機
関
を
有
す
る
も
の
以
外
の
も
の
（
以
下
本
号
及
び

次
項
に
お
い
て
「
電
気
自
動
車
」
と
い
う
。）
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

�

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

七
千
五
百
円

�

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

八
千
五
百
円

�

総
排
気
量
が
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
二
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

九
千
五
百
円

�

総
排
気
量
が
二
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
二
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

一
万
三
千
八
百
円

�

総
排
気
量
が
二
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
三
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

一
万
五
千
七
百
円

�

総
排
気
量
が
三
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
三
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

一
万
七
千
九
百
円

�

総
排
気
量
が
三
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
四
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

二
万
五
百
円

�

総
排
気
量
が
四
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
四
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

二
万
三
千
六
百
円

�

総
排
気
量
が
四
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
六
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

二
万
七
千
二
百
円

�

総
排
気
量
が
六
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
も
の

年
額

四
万
七
百
円
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ロ

自
家
用
（
電
気
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

�

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

二
万
九
千
五
百
円

�

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

三
万
四
千
五
百
円

�

総
排
気
量
が
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
二
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

三
万
九
千
五
百
円

�

総
排
気
量
が
二
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
二
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

四
万
五
千
円

�

総
排
気
量
が
二
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
三
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

五
万
千
円

�

総
排
気
量
が
三
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
三
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

五
万
八
千
円

�

総
排
気
量
が
三
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
四
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

六
万
六
千
五
百
円

�

総
排
気
量
が
四
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
四
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

七
万
六
千
五
百
円

�

総
排
気
量
が
四
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
六
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

八
万
八
千
円

�

総
排
気
量
が
六
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
も
の

年
額

十
一
万
千
円

ハ

電
気
自
動
車

�

営
業
用

年
額

七
千
五
百
円

�

自
家
用

年
額

二
万
九
千
五
百
円

二

ト
ラ
ッ
ク
（
三
輪
の
小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

イ

営
業
用
（
け
ん
引
自
動
車
で
あ
る
も
の
及
び
被
け
ん
引
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

�

最
大
積
載
量
が
一
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

六
千
五
百
円

�

最
大
積
載
量
が
一
ト
ン
を
超
え
二
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

九
千
円

�

最
大
積
載
量
が
二
ト
ン
を
超
え
三
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

一
万
二
千
円

�

最
大
積
載
量
が
三
ト
ン
を
超
え
四
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

一
万
五
千
円

�

最
大
積
載
量
が
四
ト
ン
を
超
え
五
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

一
万
八
千
五
百
円

�

最
大
積
載
量
が
五
ト
ン
を
超
え
六
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

二
万
二
千
円

�

最
大
積
載
量
が
六
ト
ン
を
超
え
七
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

二
万
五
千
五
百
円

�

最
大
積
載
量
が
七
ト
ン
を
超
え
八
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

二
万
九
千
五
百
円

�

最
大
積
載
量
が
八
ト
ン
を
超
え
る
も
の

年
額

二
万
九
千
五
百
円

に
最
大
積
載
量
が

八
ト
ン
を
超
え
る

部
分
一
ト
ン
ま
で

ご
と
に
四
千
七
百

円
を
加
算
し
た
額

ロ

自
家
用
（
け
ん
引
自
動
車
で
あ
る
も
の
及
び
被
け
ん
引
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

�

最
大
積
載
量
が
一
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

八
千
円

�

最
大
積
載
量
が
一
ト
ン
を
超
え
二
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

一
万
千
五
百
円
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�

最
大
積
載
量
が
二
ト
ン
を
超
え
三
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

一
万
六
千
円

�

最
大
積
載
量
が
三
ト
ン
を
超
え
四
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

二
万
五
百
円

�

最
大
積
載
量
が
四
ト
ン
を
超
え
五
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

二
万
五
千
五
百
円

�

最
大
積
載
量
が
五
ト
ン
を
超
え
六
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

三
万
円

�

最
大
積
載
量
が
六
ト
ン
を
超
え
七
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

三
万
五
千
円

�

最
大
積
載
量
が
七
ト
ン
を
超
え
八
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

四
万
五
百
円

�

最
大
積
載
量
が
八
ト
ン
を
超
え
る
も
の

年
額

四
万
五
百
円
に
最

大
積
載
量
が
八
ト

ン
を
超
え
る
部
分

一
ト
ン
ま
で
ご
と

に
六
千
三
百
円
を

加
算
し
た
額

ハ

け
ん
引
自
動
車

�

営
業
用

��

小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の

年
額

七
千
五
百
円

��

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の

年
額

一
万
五
千
百
円

�

自
家
用

��

小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の

年
額

一
万
二
百
円

��

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の

年
額

二
万
六
百
円

ニ

被
け
ん
引
自
動
車

�

営
業
用

��

小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の

年
額

三
千
九
百
円

��

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の
で
最
大
積
載
量
が
八
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

七
千
五
百
円

��

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の
で
最
大
積
載
量
が
八
ト
ン
を
超
え
る
も
の

年
額

七
千
五
百
円
に
最

大
積
載
量
が
八
ト

ン
を
超
え
る
部
分

一
ト
ン
ま
で
ご
と

に
三
千
八
百
円
を

加
算
し
た
額

�

自
家
用

��

小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の

年
額

五
千
三
百
円

��

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の
で
最
大
積
載
量
が
八
ト
ン
以
下
の
も
の

年
額

一
万
二
百
円
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��

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の
で
最
大
積
載
量
が
八
ト
ン
を
超
え
る
も
の

年
額

一
万
二
百
円
に
最

大
積
載
量
が
八
ト

ン
を
超
え
る
部
分

一
ト
ン
ま
で
ご
と

に
五
千
百
円
を
加

算
し
た
額

三

バ
ス
（
三
輪
の
小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

イ

営
業
用

�

一
般
乗
合
用
の
も
の

��

乗
車
定
員
が
三
十
人
以
下
の
も
の

年
額

一
万
二
千
円

��

乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
四
十
人
以
下
の
も
の

年
額

一
万
四
千
五
百
円

��

乗
車
定
員
が
四
十
人
を
超
え
五
十
人
以
下
の
も
の

年
額

一
万
七
千
五
百
円

��

乗
車
定
員
が
五
十
人
を
超
え
六
十
人
以
下
の
も
の

年
額

二
万
円

��

乗
車
定
員
が
六
十
人
を
超
え
七
十
人
以
下
の
も
の

年
額

二
万
二
千
五
百
円

��

乗
車
定
員
が
七
十
人
を
超
え
八
十
人
以
下
の
も
の

年
額

二
万
五
千
五
百
円

��

乗
車
定
員
が
八
十
人
を
超
え
る
も
の

年
額

二
万
九
千
円

�

一
般
乗
合
用
の
も
の
以
外
の
も
の

��

乗
車
定
員
が
三
十
人
以
下
の
も
の

年
額

二
万
六
千
五
百
円

��

乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
四
十
人
以
下
の
も
の

年
額

三
万
二
千
円

��

乗
車
定
員
が
四
十
人
を
超
え
五
十
人
以
下
の
も
の

年
額

三
万
八
千
円

��

乗
車
定
員
が
五
十
人
を
超
え
六
十
人
以
下
の
も
の

年
額

四
万
四
千
円

��

乗
車
定
員
が
六
十
人
を
超
え
七
十
人
以
下
の
も
の

年
額

五
万
五
百
円

��

乗
車
定
員
が
七
十
人
を
超
え
八
十
人
以
下
の
も
の

年
額

五
万
七
千
円

��

乗
車
定
員
が
八
十
人
を
超
え
る
も
の

年
額

六
万
四
千
円

ロ

自
家
用

�

乗
車
定
員
が
三
十
人
以
下
の
も
の

年
額

三
万
三
千
円

�

乗
車
定
員
が
三
十
人
を
超
え
四
十
人
以
下
の
も
の

年
額

四
万
千
円

�

乗
車
定
員
が
四
十
人
を
超
え
五
十
人
以
下
の
も
の

年
額

四
万
九
千
円

�

乗
車
定
員
が
五
十
人
を
超
え
六
十
人
以
下
の
も
の

年
額

五
万
七
千
円

�

乗
車
定
員
が
六
十
人
を
超
え
七
十
人
以
下
の
も
の

年
額

六
万
五
千
五
百
円

�

乗
車
定
員
が
七
十
人
を
超
え
八
十
人
以
下
の
も
の

年
額

七
万
四
千
円

�

乗
車
定
員
が
八
十
人
を
超
え
る
も
の

年
額

八
万
三
千
円

四

三
輪
の
小
型
自
動
車
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イ

営
業
用

年
額

四
千
五
百
円

ロ

自
家
用

年
額

六
千
円

五

特
種
用
途
自
動
車

イ

営
業
用

�

霊
き
ゆ
う
車

年
額

一
万
百
円

�

そ
の
他

年
額

一
万
三
千
五
百
円

ロ

自
家
用

�

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車

��

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

二
万
三
千
六
百
円

��

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

二
万
七
千
六
百
円

��

総
排
気
量
が
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
二
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

三
万
千
六
百
円

��

総
排
気
量
が
二
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
二
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

三
万
六
千
円

��

総
排
気
量
が
二
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
三
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

四
万
八
百
円

��

総
排
気
量
が
三
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
三
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

四
万
六
千
四
百
円

��

総
排
気
量
が
三
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
四
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

五
万
三
千
二
百
円

��

総
排
気
量
が
四
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
四
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

六
万
千
二
百
円

��

総
排
気
量
が
四
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
六
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

年
額

七
万
四
百
円

�	

総
排
気
量
が
六
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
も
の

年
額

八
万
八
千
八
百
円

�

そ
の
他

年
額

一
万
八
千
四
百
円

第
六
十
二
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
最
大
乗
車
定
員
が
四
人
以
上
で
あ
る
も
の
の
税
率
は
、
同
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
号
に
定
め
る
額
に
、
次
の
各
号
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
そ
れ
ぞ
れ
加
算

し
た
額
と
す
る
。

一

営
業
用
（
電
気
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

イ

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

三
千
七
百
円

ロ

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

四
千
七
百
円

ハ

総
排
気
量
が
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
も
の

六
千
三
百
円

二

自
家
用
（
電
気
自
動
車
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

イ

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

五
千
二
百
円

ロ

総
排
気
量
が
一
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
以
下
の
も
の

六
千
三
百
円

ハ

総
排
気
量
が
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
を
超
え
る
も
の

八
千
円

三

電
気
自
動
車

イ

営
業
用

三
千
七
百
円
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ロ

自
家
用

五
千
二
百
円

第
六
十
二
条
第
三
項
中
「
乗
用
車
（
前
項
に
規
定
す
る
乗
用
車
に
準
ず
る
も
の
を
含
む
。）
及
び
」
を
「
乗
用
車
、」

に
改
め
、「
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
」
の
下
に
「
及
び
前
項
に
規
定
す
る
自
動
車
」
を
加
え
、「
同
項
第
一
号
」
を
「
第

一
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

第
六
十
八
条
第
一
項
中
「
一
に
」
を
「
い
ず
れ
か
に
」
に
、「
申
告
書
を
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
」
を

「
法
施
行
規
則
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
告
書
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
申
告
書
を
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
」
を
「
法
施
行
規
則
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
告
書
を
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項

中
「
第
二
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、「
及
び
前
項
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五
項
を
同
条

第
四
項
と
す
る
。

第
百
二
十
条
の
八
第
一
項
中
「
規
則
で
」
を
「
法
施
行
規
則
で
」
に
改
め
、
後
段
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
規

則
」
を
「
法
施
行
規
則
」
に
、「
報
告
書
に
売
買
契
約
書
そ
の
他
当
該
自
動
車
の
取
得
及
び
そ
の
取
得
価
額
を
証
す

る
書
類
の
写
し
を
添
え
て
」
を
「
報
告
書
を
」
に
改
め
る
。

附
則
第
七
条
第
十
項
中
「
に
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
」
を
「
に
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株

式
会
社
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
一
号
。
以
下
本
項
に
お
い
て
「
旅

客
会
社
法
改
正
法
」
と
い
う
。）
附
則
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
（
以
下
本
項

に
お
い
て
「
東
海
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
」
と
い
う
。）」
に
、「
が
平
成
十
二
年
四
月
一
日
」
を
「
又
は
旅
客
会
社
法

改
正
法
附
則
第
二
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
者
（
旅
客
会
社
法
改
正
法
の
施
行
の
日
の
前
日
に
お
い
て
東
海
旅

客
鉄
道
株
式
会
社
が
経
営
し
て
い
る
鉄
道
事
業
の
全
部
又
は
一
部
を
譲
受
、
合
併
若
し
く
は
分
割
又
は
相
続
に
よ

り
旅
客
会
社
法
改
正
法
の
施
行
の
日
以
後
経
営
す
る
者
に
限
る
。）
が
旅
客
会
社
法
改
正
法
の
施
行
の
日
」
に
改
め
、

同
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

２９

林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め
の
資
金
の
融
通
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定

す
る
林
業
経
営
改
善
計
画
に
つ
い
て
同
項
の
認
定
を
受
け
た
者
が
、
同
法
第
十
条
の
知
事
の
あ
つ
せ
ん
に
よ
つ

て
土
地
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
算
定

に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
土
地
の
価
格

の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

３０

農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
農
業
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
第
十
条
第
一
項
第
三

号
に
規
定
す
る
事
業
を
行
う
も
の
に
限
る
。）
が
、
農
業
協
同
組
合
か
ら
同
法
第
五
十
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に

よ
る
行
政
庁
の
認
可
を
受
け
て
行
う
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
信
用
事
業
（
同
法
第
十
一
条
第
二
項
に
規
定

す
る
信
用
事
業
を
い
う
。）
の
全
部
の
譲
渡
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
不
動
産
の
取
得
に

対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
当
該
不
動
産
の
価
格
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
も

の
と
す
る
。

３１

農
林
中
央
金
庫
が
、
農
林
中
央
金
庫
及
び
特
定
農
業
協
同
組
合
等
に
よ
る
信
用
事
業
の
再
編
及
び
強
化
に
関

平
成
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す
る
法
律
（
平
成
八
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
農
業
協
同
組
合
（
第
一
号
に
お

い
て
「
特
定
農
業
協
同
組
合
」
と
い
う
。）
又
は
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
（
以
下

本
項
に
お
い
て
「
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
」
と
い
う
。）
か
ら
同
法
第
二
十
七
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
主
務
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
行
う
同
法
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
事
業
譲

渡
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
本
項
に
お
い
て
「
事
業
譲
渡
」
と
い
う
。）
に
よ
り
不
動
産
を

取
得
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取
得
税
の
課
税
標
準
の
算
定
に
つ
い

て
は
、
当
該
取
得
が
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
価
格
か
ら
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

一

農
林
中
央
金
庫
が
特
定
農
業
協
同
組
合
又
は
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
事
業
譲
渡
（
農
林
中
央
金

庫
及
び
特
定
農
業
協
同
組
合
等
に
よ
る
信
用
事
業
の
再
編
及
び
強
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
四
項
に
規
定

す
る
信
用
事
業
（
次
号
に
お
い
て
「
信
用
事
業
」
と
い
う
。）
の
全
部
を
譲
渡
す
る
も
の
に
限
る
。）
に
よ
り

不
動
産
を
取
得
し
た
場
合

当
該
不
動
産
の
価
格
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

二

農
林
中
央
金
庫
が
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
か
ら
事
業
譲
渡
（
信
用
事
業
の
一
部
を
譲
渡
す
る
も
の
に

限
る
。）
に
よ
り
不
動
産
を
取
得
し
た
場
合

当
該
不
動
産
の
価
格
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額

附
則
第
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
自
動
車
税
の
税
率
の
特
例
）

第
十
三
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
自
動
車
（
電
気
を
動
力
源
と
す
る
自
動
車
で
法
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
、
専

ら
可
燃
性
天
然
ガ
ス
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
で
法
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
、
専
ら
メ
タ

ノ
ー
ル
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車
で
法
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
及
び
メ
タ
ノ
ー
ル
と
メ
タ

ノ
ー
ル
以
外
の
も
の
と
の
混
合
物
で
法
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車

で
法
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
（
第
三
項
に
お
い
て
「
電
気
自
動
車
等
」
と
い
う
。）
並
び
に
バ
ス
（
一
般
乗
合

用
の
も
の
に
限
る
。）
及
び
被
け
ん
引
自
動
車
を
除
く
。）
に
対
す
る
当
該
各
号
に
定
め
る
年
度
以
後
の
各
年
度

分
の
自
動
車
税
に
係
る
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲

げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

一

平
成
三
年
三
月
三
十
一
日
（
ガ
ソ
リ
ン
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車

に
あ
つ
て
は
、
平
成
元
年
三
月
三
十
一
日
）
ま
で
に
初
め
て
道
路
運
送
車
両
法
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
新
規
登
録
（
以
下
本
条
に
お
い
て
「
新
車
新
規
登
録
」
と
い
う
。）
を
受
け
た
自
動
車

平
成
十
四
年
度

二

平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
（
ガ
ソ
リ
ン
又
は
液
化
石
油
ガ
ス
を
内
燃
機
関
の
燃
料
と
し
て
用
い
る
自
動
車

に
あ
つ
て
は
、
平
成
二
年
三
月
三
十
一
日
）
ま
で
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
自
動
車
（
前
号
の
規
定
の
適

用
を
受
け
る
自
動
車
を
除
く
。）

平
成
十
五
年
度

９４４
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
イ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

九
千
円

六
千
五
百
円

十
一
万
千
円

八
万
八
千
円

七
万
六
千
五
百
円

六
万
六
千
五
百
円

五
万
八
千
円

五
万
千
円

四
万
五
千
円

三
万
九
千
五
百
円

三
万
四
千
五
百
円

二
万
九
千
五
百
円

四
万
七
百
円

二
万
七
千
二
百
円

二
万
三
千
六
百
円

二
万
五
百
円

一
万
七
千
九
百
円

一
万
五
千
七
百
円

一
万
三
千
八
百
円

九
千
五
百
円

八
千
五
百
円

七
千
五
百
円

九
千
九
百
円

七
千
百
円

十
二
万
二
千
百
円

九
万
六
千
八
百
円

八
万
四
千
百
円

七
万
三
千
百
円

六
万
三
千
八
百
円

五
万
六
千
百
円

四
万
九
千
五
百
円

四
万
三
千
四
百
円

三
万
七
千
九
百
円

三
万
二
千
四
百
円

四
万
四
千
七
百
円

二
万
九
千
九
百
円

二
万
五
千
九
百
円

二
万
二
千
五
百
円

一
万
九
千
六
百
円

一
万
七
千
二
百
円

一
万
五
千
百
円

一
万
四
百
円

九
千
三
百
円

八
千
二
百
円

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９４５



第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
�

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ハ
�

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ハ
�

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ロ

三
万
二
千
円

二
万
六
千
五
百
円

二
万
六
百
円

一
万
二
百
円

一
万
五
千
百
円

七
千
五
百
円

六
千
三
百
円

四
万
五
百
円

三
万
五
千
円

三
万
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
五
百
円

一
万
六
千
円

一
万
千
五
百
円

八
千
円

四
千
七
百
円

二
万
九
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
二
千
円

一
万
八
千
五
百
円

一
万
五
千
円

一
万
二
千
円

三
万
五
千
二
百
円

二
万
九
千
百
円

二
万
二
千
六
百
円

一
万
千
二
百
円

一
万
六
千
六
百
円

八
千
二
百
円

六
千
九
百
円

四
万
四
千
五
百
円

三
万
八
千
五
百
円

三
万
三
千
円

二
万
八
千
円

二
万
二
千
五
百
円

一
万
七
千
六
百
円

一
万
二
千
六
百
円

八
千
八
百
円

五
千
百
円

三
万
二
千
四
百
円

二
万
八
千
円

二
万
四
千
二
百
円

二
万
三
百
円

一
万
六
千
五
百
円

一
万
三
千
二
百
円

９４６
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
イ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
四
号

第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
ロ

四
万
六
千
四
百
円

四
万
八
百
円

三
万
六
千
円

三
万
千
六
百
円

二
万
七
千
六
百
円

二
万
三
千
六
百
円

一
万
三
千
五
百
円

一
万
百
円

六
千
円

四
千
五
百
円

八
万
三
千
円

七
万
四
千
円

六
万
五
千
五
百
円

五
万
七
千
円

四
万
九
千
円

四
万
千
円

三
万
三
千
円

六
万
四
千
円

五
万
七
千
円

五
万
五
百
円

四
万
四
千
円

三
万
八
千
円

五
万
千
円

四
万
四
千
八
百
円

三
万
九
千
六
百
円

三
万
四
千
七
百
円

三
万
三
百
円

二
万
五
千
九
百
円

一
万
四
千
八
百
円

一
万
千
百
円

六
千
六
百
円

四
千
九
百
円

九
万
千
三
百
円

八
万
千
四
百
円

七
万
二
千
円

六
万
二
千
七
百
円

五
万
三
千
九
百
円

四
万
五
千
百
円

三
万
六
千
三
百
円

七
万
四
百
円

六
万
二
千
七
百
円

五
万
五
千
五
百
円

四
万
八
千
四
百
円

四
万
千
八
百
円

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９４７



第
六
十
二
条
第
二
項
第
二
号

第
六
十
二
条
第
二
項
第
一
号

八
千
円

六
千
三
百
円

五
千
二
百
円

六
千
三
百
円

四
千
七
百
円

三
千
七
百
円

一
万
八
千
四
百
円

八
万
八
千
八
百
円

七
万
四
百
円

六
万
千
二
百
円

五
万
三
千
二
百
円

八
千
八
百
円

六
千
九
百
円

五
千
七
百
円

六
千
九
百
円

五
千
二
百
円

四
千
百
円

二
万
二
百
円

九
万
七
千
六
百
円

七
万
七
千
四
百
円

六
万
七
千
三
百
円

五
万
八
千
五
百
円

２

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
十
二
条
第
三
項
及
び
第
六
十
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
第
六
十
二
条
第
三
項
中
「
こ
れ
ら
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
こ
れ
ら
の
規
定
（
附
則
第
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）」
と
、
第
六
十
二
条
の
二
中
「
前
条
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
「
前
条
第
一
項
（
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以

下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
、「
同
条
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
条
第
二
項
（
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
本
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
と
す
る
。

３

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
自
動
車
で
同
法
第
二
十
条
第
一
号
に
規
定
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
効
率
に
係
る
法
施
行
令
で
定
め
る

基
準
に
適
合
す
る
も
の
（
第
五
項
及
び
第
七
項
に
お
い
て
「
低
燃
費
車
」
と
い
う
。）
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の

排
出
量
が
法
施
行
規
則
で
定
め
る
許
容
限
度
（
第
五
項
及
び
第
七
項
並
び
に
次
条
第
五
項
に
お
い
て
「
窒
素
酸

化
物
排
出
許
容
限
度
」
と
い
う
。）
の
四
分
の
一
を
超
え
な
い
自
動
車
で
法
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
及
び
電
気

自
動
車
等
に
対
す
る
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
が
平
成
十

三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
平

成
十
四
年
度
分
及
び
平
成
十
五
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
当
該
自
動
車
が
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平

成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
平
成
十
五
年
度
分
及
び
平

成
十
六
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同

表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９４８
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ハ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

二
万
九
千
五
百
円

七
千
五
百
円

十
一
万
千
円

八
万
八
千
円

七
万
六
千
五
百
円

六
万
六
千
五
百
円

五
万
八
千
円

五
万
千
円

四
万
五
千
円

三
万
九
千
五
百
円

三
万
四
千
五
百
円

二
万
九
千
五
百
円

四
万
七
百
円

二
万
七
千
二
百
円

二
万
三
千
六
百
円

二
万
五
百
円

一
万
七
千
九
百
円

一
万
五
千
七
百
円

一
万
三
千
八
百
円

九
千
五
百
円

八
千
五
百
円

七
千
五
百
円

一
万
五
千
円

四
千
円

五
万
五
千
五
百
円

四
万
四
千
円

三
万
八
千
五
百
円

三
万
三
千
五
百
円

二
万
九
千
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
二
千
五
百
円

二
万
円

一
万
七
千
五
百
円

一
万
五
千
円

二
万
五
百
円

一
万
四
千
円

一
万
二
千
円

一
万
五
百
円

九
千
円

八
千
円

七
千
円

五
千
円

四
千
五
百
円

四
千
円

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９４９



第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ハ
�

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ハ
�

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
イ

二
万
六
百
円

一
万
二
百
円

一
万
五
千
百
円

七
千
五
百
円

六
千
三
百
円

四
万
五
百
円

三
万
五
千
円

三
万
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
五
百
円

一
万
六
千
円

一
万
千
五
百
円

八
千
円

四
千
七
百
円

二
万
九
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
二
千
円

一
万
八
千
五
百
円

一
万
五
千
円

一
万
二
千
円

九
千
円

六
千
五
百
円

一
万
五
百
円

五
千
五
百
円

八
千
円

四
千
円

三
千
二
百
円

二
万
五
百
円

一
万
七
千
五
百
円

一
万
五
千
円

一
万
三
千
円

一
万
五
百
円

八
千
円

六
千
円

四
千
円

二
千
四
百
円

一
万
五
千
円

一
万
三
千
円

一
万
千
円

九
千
五
百
円

七
千
五
百
円

六
千
円

四
千
五
百
円

三
千
五
百
円

９５０
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



第
六
十
二
条
第
一
項
第
四
号

第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
�

第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
�

四
千
五
百
円

八
万
三
千
円

七
万
四
千
円

六
万
五
千
五
百
円

五
万
七
千
円

四
万
九
千
円

四
万
千
円

三
万
三
千
円

六
万
四
千
円

五
万
七
千
円

五
万
五
百
円

四
万
四
千
円

三
万
八
千
円

三
万
二
千
円

二
万
六
千
五
百
円

二
万
九
千
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
二
千
五
百
円

二
万
円

一
万
七
千
五
百
円

一
万
四
千
五
百
円

一
万
二
千
円

二
千
五
百
円

四
万
千
五
百
円

三
万
七
千
円

三
万
三
千
円

二
万
八
千
五
百
円

二
万
四
千
五
百
円

二
万
五
百
円

一
万
六
千
五
百
円

三
万
二
千
円

二
万
八
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
二
千
円

一
万
九
千
円

一
万
六
千
円

一
万
三
千
五
百
円

一
万
四
千
五
百
円

一
万
三
千
円

一
万
千
五
百
円

一
万
円

九
千
円

七
千
五
百
円

六
千
円

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９５１



第
六
十
二
条
第
二
項
第
三
号

第
六
十
二
条
第
二
項
第
二
号

第
六
十
二
条
第
二
項
第
一
号

第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
イ

五
千
二
百
円

三
千
七
百
円

八
千
円

六
千
三
百
円

五
千
二
百
円

六
千
三
百
円

四
千
七
百
円

三
千
七
百
円

一
万
八
千
四
百
円

八
万
八
千
八
百
円

七
万
四
百
円

六
万
千
二
百
円

五
万
三
千
二
百
円

四
万
六
千
四
百
円

四
万
八
百
円

三
万
六
千
円

三
万
千
六
百
円

二
万
七
千
六
百
円

二
万
三
千
六
百
円

一
万
三
千
五
百
円

一
万
百
円

六
千
円

二
千
六
百
円

千
八
百
円

四
千
円

三
千
二
百
円

二
千
六
百
円

三
千
二
百
円

二
千
三
百
円

千
八
百
円

九
千
五
百
円

四
万
四
千
五
百
円

三
万
五
千
五
百
円

三
万
千
円

二
万
七
千
円

二
万
三
千
五
百
円

二
万
五
百
円

一
万
八
千
円

一
万
六
千
円

一
万
四
千
円

一
万
二
千
円

七
千
円

五
千
五
百
円

三
千
円

９５２
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

五
万
八
千
円

五
万
千
円

四
万
五
千
円

三
万
九
千
五
百
円

三
万
四
千
五
百
円

二
万
九
千
五
百
円

四
万
七
百
円

二
万
七
千
二
百
円

二
万
三
千
六
百
円

二
万
五
百
円

一
万
七
千
九
百
円

一
万
五
千
七
百
円

一
万
三
千
八
百
円

九
千
五
百
円

八
千
五
百
円

七
千
五
百
円

四
万
三
千
五
百
円

三
万
八
千
五
百
円

三
万
四
千
円

三
万
円

二
万
六
千
円

二
万
二
千
五
百
円

三
万
千
円

二
万
五
百
円

一
万
八
千
円

一
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
五
百
円

一
万
二
千
円

一
万
五
百
円

七
千
五
百
円

六
千
五
百
円

六
千
円

４

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
十
二
条
第
三
項
及
び
第
六
十
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

５

低
燃
費
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
窒
素
酸
化
物
排
出
許
容
限
度
の
二
分
の
一
を
超
え
な
い
自
動

車
（
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
自
動
車
を
除
く
。）
で
法
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
対
す
る
第
六
十
二

条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
が
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
四

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
平
成
十
四
年
度
分
及
び
平
成
十
五

年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
当
該
自
動
車
が
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
平
成
十
五
年
度
分
及
び
平
成
十
六
年
度
分
の
自
動
車
税
に

限
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ

れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９５３



第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
イ

六
千
三
百
円

四
万
五
百
円

三
万
五
千
円

三
万
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
五
百
円

一
万
六
千
円

一
万
千
五
百
円

八
千
円

四
千
七
百
円

二
万
九
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
二
千
円

一
万
八
千
五
百
円

一
万
五
千
円

一
万
二
千
円

九
千
円

六
千
五
百
円

十
一
万
千
円

八
万
八
千
円

七
万
六
千
五
百
円

六
万
六
千
五
百
円

四
千
七
百
円

三
万
五
百
円

二
万
六
千
五
百
円

二
万
二
千
五
百
円

一
万
九
千
五
百
円

一
万
五
千
五
百
円

一
万
二
千
円

九
千
円

六
千
円

三
千
五
百
円

二
万
二
千
五
百
円

一
万
九
千
五
百
円

一
万
六
千
五
百
円

一
万
四
千
円

一
万
千
五
百
円

九
千
円

七
千
円

五
千
円

八
万
三
千
五
百
円

六
万
六
千
円

五
万
七
千
五
百
円

五
万
円

９５４
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
�

第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
�

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ハ
�

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ハ
�

五
万
七
千
円

四
万
九
千
円

四
万
千
円

三
万
三
千
円

六
万
四
千
円

五
万
七
千
円

五
万
五
百
円

四
万
四
千
円

三
万
八
千
円

三
万
二
千
円

二
万
六
千
五
百
円

二
万
九
千
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
二
千
五
百
円

二
万
円

一
万
七
千
五
百
円

一
万
四
千
五
百
円

一
万
二
千
円

二
万
六
百
円

一
万
二
百
円

一
万
五
千
百
円

七
千
五
百
円

四
万
三
千
円

三
万
七
千
円

三
万
千
円

二
万
五
千
円

四
万
八
千
円

四
万
三
千
円

三
万
八
千
円

三
万
三
千
円

二
万
八
千
五
百
円

二
万
四
千
円

二
万
円

二
万
二
千
円

一
万
九
千
五
百
円

一
万
七
千
円

一
万
五
千
円

一
万
三
千
五
百
円

一
万
千
円

九
千
円

一
万
五
千
五
百
円

八
千
円

一
万
千
五
百
円

六
千
円

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９５５



第
六
十
二
条
第
二
項
第
二
号

第
六
十
二
条
第
二
項
第
一
号

第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
イ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
四
号

五
千
二
百
円

六
千
三
百
円

四
千
七
百
円

三
千
七
百
円

一
万
八
千
四
百
円

八
万
八
千
八
百
円

七
万
四
百
円

六
万
千
二
百
円

五
万
三
千
二
百
円

四
万
六
千
四
百
円

四
万
八
百
円

三
万
六
千
円

三
万
千
六
百
円

二
万
七
千
六
百
円

二
万
三
千
六
百
円

一
万
三
千
五
百
円

一
万
百
円

六
千
円

四
千
五
百
円

八
万
三
千
円

七
万
四
千
円

六
万
五
千
五
百
円

四
千
円

五
千
円

三
千
五
百
円

二
千
八
百
円

一
万
四
千
円

六
万
七
千
円

五
万
三
千
円

四
万
六
千
円

四
万
円

三
万
五
千
円

三
万
千
円

二
万
七
千
円

二
万
四
千
円

二
万
千
円

一
万
八
千
円

一
万
五
百
円

八
千
円

四
千
五
百
円

三
千
五
百
円

六
万
二
千
五
百
円

五
万
五
千
五
百
円

四
万
九
千
五
百
円

９５６
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



八
千
円

六
千
三
百
円

六
千
円

五
千
円

第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ

三
万
九
千
五
百
円

三
万
四
千
五
百
円

二
万
九
千
五
百
円

四
万
七
百
円

二
万
七
千
二
百
円

二
万
三
千
六
百
円

二
万
五
百
円

一
万
七
千
九
百
円

一
万
五
千
七
百
円

一
万
三
千
八
百
円

九
千
五
百
円

八
千
五
百
円

七
千
五
百
円

三
万
四
千
五
百
円

三
万
五
百
円

二
万
六
千
円

三
万
五
千
五
百
円

二
万
四
千
円

二
万
千
円

一
万
八
千
円

一
万
六
千
円

一
万
四
千
円

一
万
二
千
五
百
円

八
千
五
百
円

七
千
五
百
円

七
千
円

６

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
十
二
条
第
三
項
及
び
第
六
十
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

７

低
燃
費
車
の
う
ち
、
窒
素
酸
化
物
の
排
出
量
が
窒
素
酸
化
物
排
出
許
容
限
度
の
四
分
の
三
を
超
え
な
い
自
動

車
（
第
三
項
又
は
第
五
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
自
動
車
を
除
く
。）
で
法
施
行
規
則
で
定
め
る
も
の
に
対
す

る
第
六
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
自
動
車
が
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
平
成
十
四
年
度
分
及

び
平
成
十
五
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
当
該
自
動
車
が
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
新
車
新
規
登
録
を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
平
成
十
五
年
度
分
及
び
平
成
十
六
年
度
分
の

自
動
車
税
に
限
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ

る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９５７



第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
イ

三
万
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
五
百
円

一
万
六
千
円

一
万
千
五
百
円

八
千
円

四
千
七
百
円

二
万
九
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
二
千
円

一
万
八
千
五
百
円

一
万
五
千
円

一
万
二
千
円

九
千
円

六
千
五
百
円

十
一
万
千
円

八
万
八
千
円

七
万
六
千
五
百
円

六
万
六
千
五
百
円

五
万
八
千
円

五
万
千
円

四
万
五
千
円

二
万
六
千
五
百
円

二
万
二
千
五
百
円

一
万
八
千
円

一
万
四
千
円

一
万
五
百
円

七
千
円

四
千
百
円

二
万
六
千
円

二
万
二
千
五
百
円

一
万
九
千
五
百
円

一
万
六
千
五
百
円

一
万
三
千
五
百
円

一
万
五
百
円

八
千
円

六
千
円

九
万
七
千
円

七
万
七
千
円

六
万
七
千
円

五
万
八
千
円

五
万
五
百
円

四
万
四
千
五
百
円

三
万
九
千
五
百
円

９５８
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
�

第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
イ
�

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ハ
�

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ハ
�

三
万
三
千
円

六
万
四
千
円

五
万
七
千
円

五
万
五
百
円

四
万
四
千
円

三
万
八
千
円

三
万
二
千
円

二
万
六
千
五
百
円

二
万
九
千
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
二
千
五
百
円

二
万
円

一
万
七
千
五
百
円

一
万
四
千
五
百
円

一
万
二
千
円

二
万
六
百
円

一
万
二
百
円

一
万
五
千
百
円

七
千
五
百
円

六
千
三
百
円

四
万
五
百
円

三
万
五
千
円

二
万
九
千
円

五
万
六
千
円

五
万
円

四
万
四
千
円

三
万
八
千
五
百
円

三
万
三
千
五
百
円

二
万
八
千
円

二
万
三
千
五
百
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
二
千
五
百
円

二
万
円

一
万
七
千
五
百
円

一
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
円

一
万
五
百
円

一
万
八
千
円

九
千
円

一
万
三
千
五
百
円

七
千
円

五
千
五
百
円

三
万
五
千
五
百
円

三
万
五
百
円

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９５９



第
六
十
二
条
第
二
項
第
一
号

第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
ロ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
イ

第
六
十
二
条
第
一
項
第
四
号

三
千
七
百
円

一
万
八
千
四
百
円

八
万
八
千
八
百
円

七
万
四
百
円

六
万
千
二
百
円

五
万
三
千
二
百
円

四
万
六
千
四
百
円

四
万
八
百
円

三
万
六
千
円

三
万
千
六
百
円

二
万
七
千
六
百
円

二
万
三
千
六
百
円

一
万
三
千
五
百
円

一
万
百
円

六
千
円

四
千
五
百
円

八
万
三
千
円

七
万
四
千
円

六
万
五
千
五
百
円

五
万
七
千
円

四
万
九
千
円

四
万
千
円

三
千
円

一
万
六
千
五
百
円

七
万
七
千
五
百
円

六
万
千
五
百
円

五
万
三
千
五
百
円

四
万
六
千
五
百
円

四
万
五
百
円

三
万
五
千
五
百
円

三
万
千
五
百
円

二
万
七
千
五
百
円

二
万
四
千
五
百
円

二
万
千
円

一
万
二
千
円

九
千
円

五
千
五
百
円

四
千
円

七
万
二
千
五
百
円

六
万
四
千
五
百
円

五
万
七
千
円

五
万
円

四
万
三
千
円

三
万
六
千
円

９６０
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



第
六
十
二
条
第
二
項
第
二
号

八
千
円

六
千
三
百
円

五
千
二
百
円

六
千
三
百
円

四
千
七
百
円

七
千
円

五
千
五
百
円

四
千
五
百
円

五
千
五
百
円

四
千
円

８

前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
六
十
二
条
第
三
項
及
び
第
六
十
二
条
の
二
の
規
定
の
適
用
に

つ
い
て
は
、
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。

附
則
第
十
四
条
第
五
項
中
「（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）」
を
削
り
、「
法
施
行
規
則
で
定
め
る
許
容
限

度
」
を
「
窒
素
酸
化
物
排
出
許
容
限
度
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
中
「
又
は
第
七
項
」
を
「
、
第
七
項
又
は
第
八

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
七
項
」
を
加
え
、
同
項

を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
係
る
保
安
上
又
は
公
害
防
止
上
の
技
術
基
準
（
以

下
本
項
か
ら
第
九
項
ま
で
に
お
い
て
「
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
」
と
い
う
。）」
を
「
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
」
に
、「
及

び
第
五
項
」
を
「
、
第
五
項
」
に
、「
を
除
く
」
を
「
及
び
前
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得
を

除
く
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
）
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
自
動
車
か
ら
排
出

さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質
の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成

四
年
法
律
第
七
十
号
。
以
下
本
項
に
お
い
て
「
特
別
措
置
法
」
と
い
う
。）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
法

施
行
令
で
定
め
る
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
窒
素
酸
化
物
排
出
基
準
（
以
下
本
項

に
お
い
て
「
窒
素
酸
化
物
排
出
基
準
」
と
い
う
。）
又
は
粒
子
状
物
質
排
出
基
準
（
以
下
本
項
に
お
い
て
「
粒
子

状
物
質
排
出
基
準
」
と
い
う
。）
に
適
合
す
る
自
動
車
の
う
ち
道
路
運
送
車
両
法
第
四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
平

成
十
年
十
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
自
動
車
排
出
ガ
ス
に
係
る
保
安
上
又
は

公
害
防
止
上
の
技
術
基
準
（
以
下
本
項
か
ら
第
十
項
ま
で
に
お
い
て
「
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
」
と
い
う
。）
に
適

合
す
る
自
動
車
そ
の
他
の
同
条
の
規
定
に
基
づ
く
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車
で
法
施
行
令
で
定

め
る
も
の
（
以
下
本
項
に
お
い
て
「
特
定
基
準
適
合
車
」
と
い
う
。）
の
取
得
（
当
該
取
得
を
し
た
者
が
当
該
自

動
車
の
主
た
る
定
置
場
を
特
別
措
置
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
窒
素
酸
化
物
対
策
地
域
（
以
下
本
項
に
お

い
て
「
窒
素
酸
化
物
対
策
地
域
」
と
い
う
。）
内
又
は
特
別
措
置
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
粒
子
状
物
質
対

策
地
域
（
以
下
本
項
に
お
い
て
「
粒
子
状
物
質
対
策
地
域
」
と
い
う
。）
内
に
置
い
て
使
用
す
る
場
合
の
自
動
車

の
取
得
（
第
三
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の
自
動
車
の
取
得
及
び
第
五
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
の

自
動
車
の
取
得
で
法
施
行
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。）
に
限
る
。）
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
の
税
率

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
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号
９６１



は
、
窒
素
酸
化
物
排
出
基
準
又
は
粒
子
状
物
質
排
出
基
準
に
適
合
し
な
い
自
動
車
の
う
ち
道
路
運
送
車
両
法
第

四
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
昭
和
五
十
八
年
八
月
一
日
以
降
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
排
出

ガ
ス
保
安
基
準
に
適
合
す
る
自
動
車
そ
の
他
の
同
条
の
規
定
に
基
づ
く
排
出
ガ
ス
保
安
基
準
に
適
合
す
る
自
動

車
で
法
施
行
令
で
定
め
る
も
の
（
法
施
行
令
で
定
め
る
日
に
お
い
て
現
に
窒
素
酸
化
物
対
策
地
域
内
又
は
粒
子

状
物
質
対
策
地
域
内
に
主
た
る
定
置
場
を
置
い
て
当
該
自
動
車
を
現
に
使
用
す
る
者
が
、
当
該
自
動
車
を
引
き

続
き
窒
素
酸
化
物
対
策
地
域
内
又
は
粒
子
状
物
質
対
策
地
域
内
に
主
た
る
定
置
場
を
置
い
て
使
用
す
る
場
合
に

お
け
る
当
該
自
動
車
に
限
る
。）
に
つ
き
特
別
措
置
法
第
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。）
に
規
定
す
る
自
動
車
の
種
別
及
び
車
齢
に
応
じ
法
施
行
令
で
定
め
る
日
前
（
法
施
行
規
則
で
定
め

る
期
間
内
に
限
る
。）
に
道
路
運
送
車
両
法
第
十
五
条
第
一
項
の
申
請
に
基
づ
く
抹
消
登
録
を
受
け
た
者
が
、
当

該
自
動
車
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
特
定
基
準
適
合
車
を
取
得
し
た
場
合
（
法
施
行
規
則
で
定
め
る
場
合
に
限
る
。）

に
は
、
当
該
取
得
が
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
内
に
行
わ
れ
た
と
き
に
限
り
、
第
百
二
十
条
の
四
及
び
第
一
項

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
取
得
に
つ
い
て
本
項
の
規
定
の
適
用
が
な
い
も
の
と
し
た
場
合
に
適
用
さ
れ
る

べ
き
同
条
又
は
第
一
項
に
定
め
る
率
か
ら
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
率

を
そ
れ
ぞ
れ
控
除
し
た
率
と
す
る
。

一

法
施
行
令
で
定
め
る
日
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

百
分
の
二
・
三

二

平
成
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

百
分
の
一
・
九

三

平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

百
分
の
一
・
五

四

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

百
分
の
一
・
二

附
則
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
七
項
第
三
号
」
を
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第

九
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
及
び
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
第
五
項
に
規
定
す
る
支
払

わ
れ
る
金
額
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
収
入
金
額
と
み
な
さ
れ
る
金
額
に
相
当

す
る
部
分
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
前
項
」
を
「
第
三
項
」
に
、「
金
額
」

と
あ
る
の
は
」
を
「
金
額
」
と
あ
る
の
は
、」
に
改
め
、「
と
、「
及
び
租
税
特
別
措
置
法
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同

法
」」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
交
付
を
受
け
る
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
第
五
項
に
規
定
す

る
支
払
わ
れ
る
金
額
（
同
項
の
規
定
に
よ
り
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
収
入
金
額
と
み
な
さ
れ
る
金

額
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。）
は
、
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
に
係
る
収
入
金
額
と
み
な
し
て
、
第
一
項
の

規
定
を
適
用
す
る
。

附
則
第
二
十
三
条
の
二
第
六
項
中
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
八
項
」
を
「
附
則
第
三
十
五
条
の
二
第
十
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
項
の
前
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

６

県
民
税
の
所
得
割
の
納
税
義
務
者
が
、
平
成
十
三
年
十
月
一
日
か
ら
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期

間
（
以
下
本
項
に
お
い
て
「
特
定
期
間
」
と
い
う
。）
内
に
、
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
第
六
項
に
規

定
す
る
上
場
株
式
等
（
以
下
本
項
に
お
い
て
「
上
場
株
式
等
」
と
い
う
。）
の
譲
渡
（
証
券
取
引
法
（
昭
和
二
十

９６２
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成
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年
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三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
二
条
第
十
七
項
に
規
定
す
る
有
価
証
券
先
物
取
引
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
を
除

く
も
の
と
し
、
租
税
特
別
措
置
法
第
三
十
七
条
の
十
第
二
項
に
規
定
す
る
証
券
業
者
へ
の
売
委
託
に
基
づ
く
も

の
又
は
当
該
証
券
業
者
に
対
す
る
も
の
に
限
る
。
以
下
本
項
に
お
い
て
同
じ
。）
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該

上
場
株
式
等
が
同
条
第
六
項
に
規
定
す
る
長
期
所
有
上
場
株
式
等
（
以
下
本
項
に
お
い
て
「
長
期
所
有
上
場
株

式
等
」
と
い
う
。）
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
施
行
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
当
該
譲
渡
を
し
た
年
の
末
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
県
民
税
に
係
る
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得
等
の

金
額
の
計
算
上
、
当
該
譲
渡
を
し
た
年
中
の
長
期
所
有
上
場
株
式
等
の
譲
渡
（
特
定
期
間
内
の
も
の
に
限
る
。）

に
係
る
譲
渡
所
得
の
金
額
か
ら
百
万
円
（
当
該
譲
渡
所
得
の
金
額
が
百
万
円
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
当
該
譲

渡
所
得
の
金
額
）
を
控
除
す
る
も
の
と
す
る
。

７

前
項
の
規
定
は
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
年
度
分
の
法
第
四
十
五
条
の
二
第
一
項
又
は
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
申
告
書
（
そ
の
提
出
期
限
後
に
お
い
て
県
民
税
の
納
税
通
知
書
が
送
達
さ
れ
る
時
ま
で
に

提
出
さ
れ
た
も
の
及
び
そ
の
時
ま
で
に
提
出
さ
れ
た
法
第
四
十
五
条
の
三
第
一
項
の
確
定
申
告
書
を
含
む
。）
に

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
の
記
載
が
あ
る
と
き
（
こ
れ
ら
の
申
告
書
に
そ
の
記
載
が
な
い
こ

と
に
つ
い
て
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
と
市
町
村
長
が
認
め
る
と
き
を
含
む
。）
に
限
り
、
適
用
す
る
。

附
則
第
二
十
三
条
の
三
第
六
項
中
「（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）」
を
削
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各

号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
四
十
三
条
の
二
第
六
項
の
改
正
規
定
、
附
則
第
七
条
に
三
項
を
加
え
る
改
正
規
定
（
同
条
第
二
十
九
項

に
係
る
部
分
に
限
る
。）、
附
則
第
二
十
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
六
項
の
改
正
規
定
、
同
項
を
同
条
第
八
項

と
し
、
同
項
の
前
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
附
則
第
二
十
三
条
の
三
第
六
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則

第
三
項
の
規
定

公
布
の
日

二

附
則
第
七
条
第
十
項
の
改
正
規
定

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
及
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
施
行
の
日

三

附
則
第
七
条
に
三
項
を
加
え
る
改
正
規
定
（
同
条
第
三
十
項
及
び
第
三
十
一
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）

平
成
十
四
年
一
月
一
日

四

附
則
第
十
四
条
の
改
正
規
定
（
同
条
第
五
項
の
改
正
規
定
を
除
く
。）
及
び
附
則
第
六
項
の
規
定

地
方
税

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
八
号
）
附
則
第
一
条
第
十
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施

行
の
日

五

附
則
第
二
十
三
条
の
二
第
三
項
の
改
正
規
定
、
同
条
第
五
項
を
削
る
改
正
規
定
、
同
条
第
四
項
の
改
正
規

定
及
び
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
次
項
の
規
定

規
則
で
定
め
る
日

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９６３



第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号

ニ
�
��

第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号

ニ
�
��

第

一

欄

五
千
百
円

一
万
二
百
円

八
ト
ン

三
千
八
百
円

七
千
五
百
円

八
ト
ン

第

二

欄

千
七
百
円

七
万
六
千
五
百
円

二
十
一
ト
ン

千
二
百
円

五
万
六
千
九
百
円

二
十
一
ト
ン

第

三

欄

三
千
四
百
円

七
万
六
千
五
百
円

二
十
一
ト
ン

二
千
四
百
円

五
万
六
千
九
百
円

二
十
一
ト
ン

第

四

欄

（
個
人
の
県
民
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法

律
第
八
十
号
）
第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）

第
九
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
上
場
会
社
等
の
株
主
で
あ
る
個
人
が
商
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
前
に
さ
れ
た
同
項
に
規
定
す
る
資
本
準
備
金
を

も
っ
て
す
る
株
式
の
消
却
（
当
該
株
式
の
消
却
の
た
め
の
当
該
上
場
会
社
等
に
よ
る
自
己
の
株
式
の
取
得
を
含

む
。）
に
よ
り
交
付
を
受
け
た
金
銭
に
係
る
個
人
の
県
民
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３

改
正
後
の
愛
知
県
県
税
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。）
附
則
第
七
条
第
二
十
九
項
の
規
定
は
、
平
成
十

三
年
九
月
十
日
以
後
の
不
動
産
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
自
動
車
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

４

新
条
例
第
六
十
二
条
及
び
附
則
第
十
三
条
の
規
定
は
、
平
成
十
四
年
度
以
後
の
年
度
分
の
自
動
車
税
に
つ
い

て
適
用
し
、
平
成
十
三
年
度
分
ま
で
の
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５

新
条
例
第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
自
動
車
の
う
ち
普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の
で
最
大
積
載
量

が
二
十
一
ト
ン
を
超
え
る
も
の
に
対
す
る
同
号
ニ
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
四
年
度
分
及
び
平
成

十
五
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
中
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
平

成
十
四
年
度
分
に
あ
っ
て
は
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
、
平
成
十
五
年
度
分
に
あ
っ
て
は
同
表
の
第
四

欄
に
掲
げ
る
字
句
に
そ
れ
ぞ
れ
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

６

新
条
例
附
則
第
十
四
条
第
七
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
は
、
附
則
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行

の
日
以
後
の
自
動
車
の
取
得
に
対
し
て
課
す
べ
き
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
自
動
車
の
取

得
に
対
し
て
課
す
る
自
動
車
取
得
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９６４
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



八
万
八
千
八
百
円

七
万
四
百
円

六
万
千
二
百
円

五
万
三
千
二
百
円

四
万
六
千
四
百
円

四
万
八
百
円

三
万
六
千
円

三
万
千
六
百
円

二
万
七
千
六
百
円

二
万
三
千
六
百
円

第

一

欄

六
万
九
千
九
百
円

五
万
六
千
百
円

四
万
九
千
二
百
円

四
万
三
千
二
百
円

三
万
八
千
百
円

三
万
三
千
九
百
円

三
万
三
百
円

二
万
七
千
円

二
万
四
千
円

二
万
千
円

小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の

第

二

欄七
万
千
二
百
円

五
万
七
千
四
百
円

五
万
五
百
円

四
万
四
千
五
百
円

三
万
九
千
四
百
円

三
万
五
千
二
百
円

三
万
千
六
百
円

二
万
八
千
三
百
円

二
万
五
千
三
百
円

二
万
二
千
三
百
円

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の

（
愛
知
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

７

愛
知
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
一
年
愛
知
県
条
例
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
八
項
中
「
平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
ま
で
の
各
年
度
分
」
を
「
平
成
十
二
年
度
分
及
び
平

成
十
三
年
度
分
」
に
改
め
、「
、
平
成
十
四
年
度
分
に
あ
っ
て
は
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
字
句
に
」
を
削
り
、

同
項
の
表
の
第
四
欄
を
削
り
、
附
則
に
次
の
五
項
を
加
え
る
。

９

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
に
対
す
る
愛
知
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
愛
知
県
条
例
第

五
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
愛
知
県
県
税
条
例
（
以
下
「
平
成
十
三
年
改
正
後
の
条
例
」
と
い
う
。）

第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
（
平
成
十
三
年
改
正
後
の
条
例
附
則
第
十
三
条
第
一
項
、
第
三
項
、
第

五
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
く
。）
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

四
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字
句
に

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

１０

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
に
対
す
る
平
成
十
三
年
改
正
後
の
条
例
附
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
平
成
十
三
年
改
正
後
の
条
例
第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
四
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字

句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９６５



九
万
七
千
六
百
円

七
万
七
千
四
百
円

六
万
七
千
三
百
円

五
万
八
千
五
百
円

五
万
千
円

四
万
四
千
八
百
円

三
万
九
千
六
百
円

三
万
四
千
七
百
円

三
万
三
百
円

二
万
五
千
九
百
円

第

一

欄

七
万
六
千
八
百
円

六
万
千
七
百
円

五
万
四
千
百
円

四
万
七
千
五
百
円

四
万
千
九
百
円

三
万
七
千
二
百
円

三
万
三
千
三
百
円

二
万
九
千
七
百
円

二
万
六
千
四
百
円

二
万
三
千
百
円

小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の

第

二

欄
七
万
八
千
三
百
円

六
万
三
千
百
円

五
万
五
千
五
百
円

四
万
八
千
九
百
円

四
万
三
千
三
百
円

三
万
八
千
七
百
円

三
万
四
千
七
百
円

三
万
千
百
円

二
万
七
千
八
百
円

二
万
四
千
五
百
円

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の

二
万
七
千
円

二
万
三
千
五
百
円

二
万
五
百
円

一
万
八
千
円

一
万
六
千
円

一
万
四
千
円

一
万
二
千
円

第

一

欄

二
万
二
千
円

一
万
九
千
五
百
円

一
万
七
千
円

一
万
五
千
五
百
円

一
万
三
千
五
百
円

一
万
二
千
円

一
万
五
百
円

小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の

第

二

欄
二
万
二
千
五
百
円

二
万
円

一
万
八
千
円

一
万
六
千
円

一
万
四
千
五
百
円

一
万
三
千
円

一
万
千
五
百
円

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の

１１

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
に
対
す
る
平
成
十
三
年
改
正
後
の
条
例
附
則
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
平
成
十
三
年
改
正
後
の
条
例
第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
四
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字

句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

９６６
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



四
万
四
千
五
百
円

三
万
五
千
五
百
円

三
万
千
円

三
万
五
千
円

二
万
八
千
五
百
円

二
万
五
千
円

三
万
六
千
円

二
万
九
千
円

二
万
五
千
五
百
円

六
万
七
千
円

五
万
三
千
円

四
万
六
千
円

四
万
円

三
万
五
千
円

三
万
千
円

二
万
七
千
円

二
万
四
千
円

二
万
千
円

一
万
八
千
円

第

一

欄

五
万
二
千
五
百
円

四
万
二
千
五
百
円

三
万
七
千
円

三
万
二
千
五
百
円

二
万
九
千
円

二
万
五
千
五
百
円

二
万
三
千
円

二
万
五
百
円

一
万
八
千
円

一
万
六
千
円

小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の

第

二

欄
五
万
三
千
五
百
円

四
万
三
千
五
百
円

三
万
八
千
円

三
万
三
千
五
百
円

三
万
円

二
万
六
千
五
百
円

二
万
四
千
円

二
万
千
五
百
円

一
万
九
千
円

一
万
七
千
円

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の

二
万
千
円

第

一

欄

一
万
八
千
五
百
円

小
型
自
動
車
で
あ
る
も
の

第

二

欄
一
万
九
千
五
百
円

普
通
自
動
車
で
あ
る
も
の

１２

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
に
対
す
る
平
成
十
三
年
改
正
後
の
条
例
附
則
第
十
三
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
平
成
十
三
年
改
正
後
の
条
例
第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
四
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字

句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

１３

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
車
に
対
す
る
平
成
十
三
年
改
正
後
の
条
例
附
則
第
十
三
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
さ
れ
る
平
成
十
三
年
改
正
後
の
条
例
第
六
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
平

成
十
四
年
度
分
の
自
動
車
税
に
限
り
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
字

句
に
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９６７



七
万
七
千
五
百
円

六
万
千
五
百
円

五
万
三
千
五
百
円

四
万
六
千
五
百
円

四
万
五
百
円

三
万
五
千
五
百
円

三
万
千
五
百
円

二
万
七
千
五
百
円

二
万
四
千
五
百
円

六
万
千
円

四
万
九
千
円

四
万
三
千
円

三
万
八
千
円

三
万
三
千
五
百
円

二
万
九
千
五
百
円

二
万
六
千
五
百
円

二
万
三
千
五
百
円

二
万
千
円

六
万
二
千
円

五
万
円

四
万
四
千
円

三
万
九
千
円

三
万
四
千
五
百
円

三
万
千
円

二
万
七
千
五
百
円

二
万
五
千
円

二
万
二
千
五
百
円

を
「
一
四
一
、
〇
〇
〇
」
に
、 「

二
七
、
七
〇
〇

二
七
、
七
〇
〇

八
三
、
一
〇
〇

」
を

「

二
八
、
二
〇
〇

二
八
、
二
〇
〇

八
四
、
六
〇
〇

」
に
改
め
、
同
表
愛
知
県
立

愛
知
県
大
学
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
十
二
日

愛
知
県
知
事

神

田

真

秋

愛
知
県
条
例
第
五
十
六
号

愛
知
県
大
学
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

愛
知
県
大
学
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
愛
知
県
条
例
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
愛
知
県
立
大
学
の
項
中
「
二
七
七
、
〇
〇
〇
」
を
「
二
八
二
、
〇
〇
〇
」
に
、「
一
三
八
、
五
〇
〇
」

芸
術
大
学
の
項
及
び
愛
知
県
立
看
護
大
学
の
項
中
「
二
七
七
、
〇
〇
〇
」
を
「
二
八
二
、
〇
〇
〇
」
に
、「
八
三
、

一
〇
〇
」
を
「
八
四
、
六
〇
〇
」
に
、「
二
七
、
七
〇
〇
」
を
「
二
八
、
二
〇
〇
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
十
三
年
度
の
入
学
者
に
係
る
入
学
料
の
額
は
、
改
正
後
の
愛
知
県
大
学
条
例
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９６８
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



愛
知
県
事
務
処
理
特
例
条
例
及
び
理
容
業
に
係
る
衛
生
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
十
二
日

愛
知
県
知
事

神

田

真

秋

愛
知
県
条
例
第
五
十
七
号

愛
知
県
事
務
処
理
特
例
条
例
及
び
理
容
業
に
係
る
衛
生
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
愛
知
県
事
務
処
理
特
例
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条

愛
知
県
事
務
処
理
特
例
条
例
（
平
成
十
一
年
愛
知
県
条
例
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

別
表
第
三
の
十
の
項
中
「
第
七
条
第
三
項
」
を
「
第
六
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
理
容
業
に
係
る
衛
生
措
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条

理
容
業
に
係
る
衛
生
措
置
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
愛
知
県
条
例
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
第
八
条
第
三
号
」
を
「
第
九
条
第
三
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

愛
知
県
ふ
ぐ
取
扱
い
規
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
十
二
日

愛
知
県
知
事

神

田

真

秋

愛
知
県
条
例
第
五
十
八
号

愛
知
県
ふ
ぐ
取
扱
い
規
制
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

愛
知
県
ふ
ぐ
取
扱
い
規
制
条
例
（
昭
和
五
十
一
年
愛
知
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
中
「
与
え
な
い
」
を
「
与
え
な
い
こ
と
が
あ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条

第
一
号
中
「
精
神
病
者
又
は
」
を
削
り
、「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条

に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
ふ
ぐ
の
処
理
の
業
務
を
適
正
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者
と
し
て
規
則
で
定

め
る
も
の

第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
意
見
の
聴
取
）

第
六
条
の
二

知
事
は
、
免
許
を
申
請
し
た
者
に
つ
い
て
、
前
条
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に
該
当
す
る
と
認
め
、
同

条
の
規
定
に
よ
り
免
許
を
与
え
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
申
請
者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
、

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９６９



高
齢
者
円
滑

入
居
賃
貸
住

宅
登
録
事
務

高
齢
者
円
滑
入

居
賃
貸
住
宅
登

録
申
請
手
数
料

一
件
に
つ
き

一
、
〇
〇
〇

そ
の
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
知
事
の
指
定
す
る
職
員
に
そ
の
意
見
を
聴
取
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
第
一
項
中
「
第
六
条
第
一
号
」
の
下
に
「
又
は
第
二
号
」
を
加
え
、「
取
り
消
す
も
の
と
す
る
」
を
「
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

愛
知
県
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
十
二
日

愛
知
県
知
事

神

田

真

秋

愛
知
県
条
例
第
五
十
九
号

愛
知
県
都
市
計
画
審
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

愛
知
県
都
市
計
画
審
議
会
条
例
（
昭
和
四
十
四
年
愛
知
県
条
例
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

二
条
第
二
項
中
「
四
年
」
を
「
二
年
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
愛
知
県
都
市
計
画
審
議
会
条
例
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者

の
う
ち
か
ら
任
命
さ
れ
た
委
員
で
あ
る
者
の
任
期
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
愛
知
県
都
市
計
画
審
議
会
条
例
第

二
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

愛
知
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
十
二
日

愛
知
県
知
事

神

田

真

秋

愛
知
県
条
例
第
六
十
号

愛
知
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

愛
知
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
愛
知
県
条
例
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
八
砂
利
採
取
計
画
認
可
事
務
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
三
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

９７０
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号



学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
十
二
日

愛
知
県
知
事

神

田

真

秋

愛
知
県
条
例
第
六
十
一
号

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
愛
知
県
条
例
第

十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
並
び
に
市
町
村
立
の
小
学
校
、
中
学
校
及
び
養
護
学
校
」
を
削
る
。

第
二
条
中
「
県
の
教
育
委
員
会
、
市
町
村
立
の
小
学
校
、
中
学
校
及
び
養
護
学
校
の
学
校
医
等
に
関
し
て
は
市

町
村
の
」
を
削
る
。

第
六
条
中
「
そ
の
他
」
を
「
県
立
大
学
以
外
の
県
立
学
校
」
に
改
め
、「
県
の
」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公
務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
平
成
十

四
年
四
月
一
日
以
後
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
公
務
災
害
補
償
及
び
同
日
前
に
支
給
す
べ
き
事
由
が
生
じ

た
公
務
災
害
補
償
で
同
日
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
す
べ
き
も
の
に
つ
い
て
適
用
し
、
そ
の
他
の
公
務
災
害

補
償
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

愛
知
県
議
会
の
議
員
及
び
愛
知
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
自
動
車
の
使
用
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
三
年
十
月
十
二
日

愛
知
県
知
事

神

田

真

秋

愛
知
県
条
例
第
六
十
二
号

愛
知
県
議
会
の
議
員
及
び
愛
知
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
自
動
車
の
使
用
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

愛
知
県
議
会
の
議
員
及
び
愛
知
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
自
動
車
の
使
用
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
営
に
関

す
る
条
例
（
平
成
五
年
愛
知
県
条
例
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
六
万
二
百
円
」
を
「
六
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
号
中
「
次
条
第
二
号
」
を
「
次
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
第
一
号
中
「
六
万
二
百
円
」
を
「
六
万
四
千
五
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
ハ
中
「
一
万
千

七
百
円
」
を
「
一
万
二
千
五
百
円
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
五
百
一
円
九
十
九
銭
」
を
「
五
百
十
円

平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号
９７１



四
十
八
銭
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
二
十
六
円
二
十
九
銭
」
を
「
二
十
六
円
七
十
三
銭
」
に
、「
五
十
五
万
二

千
八
百
七
十
円
」
を
「
五
十
五
万
七
千
百
十
五
円
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
愛
知
県
議
会
の
議
員
及
び
愛
知
県
知
事
の
選
挙
に
お
け
る
自
動
車
の
使
用
及
び
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

の
公
営
に
関
す
る
条
例
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
る
選
挙
に
つ
い
て
適

用
し
、
同
日
前
に
そ
の
期
日
を
告
示
さ
れ
た
選
挙
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

９７２
平
成
１３
年
１０
月
１２
日

金
曜
日

愛
知
県
公
報

第
１８１２

号

本
号
価
格

５００
円
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